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西伊豆町告示第８６号 

 

 令和５年第４回西伊豆町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

      令和５年１１月２７日 

 

 西伊豆町長 星 野 淨 晋 

 

記 

 

 １ 期  日  令和５年１２月５日 

 

 ２ 場  所  西伊豆町役場 議場 
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○ 応 招 ・ 不 応 招 議 員 

 

応招議員（１０名） 

     １番  松 田 貴 宏 君       ２番  浅 賀 元 希 君 

     ３番  仲 田 慶 枝 君       ４番  堤     豊 君 

     ５番  芹 澤   孝 君       ６番  高 橋 敬 治 君 

     ７番  山 田 厚 司 君       ８番  西 島 繁 樹 君 

     ９番  堤   和 夫 君      １０番  増 山   勇 君 

 

不応招議員（なし） 

 



 

 

 

 

 

 

 

      令和５年第４回（１２月）定例町議会 

 

 

         （第１日 １２月５日） 
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令和５年第４回（１２月）西伊豆町議会定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和５年１２月５日（火）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  松 田 貴 宏 君       ２番  浅 賀 元 希 君 

     ３番  仲 田 慶 枝 君       ４番  堤     豊 君 

     ５番  芹 澤   孝 君       ６番  高 橋 敬 治 君 

     ７番  山 田 厚 司 君       ８番  西 島 繁 樹 君 

     ９番  堤   和 夫 君      １０番  増 山   勇 君 

 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 星 野 淨 晋 君 副 町 長 髙 木 光 一 君 

教 育 長 鈴 木 秀 輝 君 総 務 課 長 白 石 洋 巳 君 

まちづくり課長 長 島   司 君 窓口税務課長  高 橋 昌 子 君 

産業 建設課長 久 保 田 寿 之 君 防 災 課 長 真 野 隆 弘 君 
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環 境 課 長 鈴 木 昇 生 君 会 計 課 長 森     健 君 

企 業 課 長 村 松 圭 吾 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 真 野 隆 弘 君 

    

 

─────────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者 

議会 事務局長 佐 野 浩 正 書 記 堤   浩 之   

 

─────────────────────────────────────────────────── 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会宣告 

○議長（堤 豊君） 皆さん、おはようございます。 

ただいま出席している議員は、10名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより令和５年第４回西伊豆町議会定例会を開会します。 

 

 

◎開議宣告 

○議長（堤 豊君） 直ちに本日の会議を開きます。 

  申し上げます。 

    質問、答弁は、的確にわかりやすく、要領よく行ってください。 

    また、発言される方は、マイクを近づけて発言されるようにお願いするとともに、固有名詞な

どには十分注意して発言してください。 

    一般質問者は、発言中、苦しいようでしたら、マスクを外して結構です。 

 

 

◎議事日程説明 

○議長（堤 豊君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（堤 豊君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、 

     ５番 芹澤  孝 君。 

     ６番 高橋 敬治 君。  

  補欠 ７番 山田 厚司 君を指名します。 
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◎会期の決定 

○議長（堤 豊君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から12月７日までの３日間としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から12月７日までの３日間と決定しました。 

 

 

     ◎諸般の報告 

○議長（堤 豊君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  議長の出張及び会議の出務については、お手元に文書をもって配付いたしました。 

  次に、本定例会に、地方自治法第121条の規定によって、出席を求めました者の名簿は、お手元

に配付のとおりでありますが、健康福祉課長が、本日会議を欠席する旨の報告がありました。 

  以上で、報告を終わります。 

 

 

     ◎行政報告 

○議長（堤 豊君） 日程第４、行政報告を行います。 

  町長より報告事項がありますので、これを許します。 

  町長。 

〔町長 星野淨晋君登壇〕 

○町長（星野淨晋君） それでは、行政報告を行わさせていただきます。１ページから６ページに

つきましては、私と副町長の主な執務等でございますので、紙面にてご確認を頂ければというふう

に思います。 

  ７ページをお願いいたします。総務課の総務係職員採用試験についてでございます。９月17日

に下田総合庁舎におきまして、賀茂郡町長会主催の本年度第２回目の職員採用試験を行いました。

10月22日に町福祉センターにおきまして、一次学科試験の合格者に対しグループディスカッショ

ンと面接試験を行ったところでございます。次に、検査管理係の入札会につきましては、右記のと
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おりでございます。町有財産の管理につきましては、静岡県が施工する災害関連緊急砂防工事の工

事区域となる、仁科字三堂2916番地の１の一部、321.38平方メートルの所有権移転登記を７月28日

に行い、８月25日に、売却をしたところでございます。また11月14日、安良里字浜川558番地の土

地及び建物、安良里字越坂981番地の他２筆の寄附申込みを受納したところでございます。こちら

の安良里の土地につきましては、安良里地区の中心部であり、バス停が隣接していることもあって、

景観や安全面などをトータルで考え寄附を受けたものでございます。今後の土地の活用につきま

しては、地区等々協議をし、地域のために有効利用していきたいと考えております。 

  次に、窓口税務課の窓口年金係、新生児誕生記念事業についてでございます。10月13日に福祉

センターにおきまして、前期の新生児誕生記念事業ガラス記念品の手形取りを実施いたしました。

対象児10人中７人が参加し、二つのガラス工房の記念品の中から一つを選んで頂き手形をとった

ところでございます。残りの３名につきましては、後日手形を取り個別に行っております。次に、

婚姻記念事業についてでございます。４月から10月末までに４組の婚姻届が提出され、うち町内在

住の３組に、３つのガラス工房の記念品の中から一つを選んで頂き贈呈をいたしました。次に、合

同相談会についてでございます。10月18日に福祉センターにおきまして、人権相談・行政相談の合

同相談会を実施いたしました。また同日、町単独での弁護士による無料法律相談も実施し、３件の

相談を受けております。次に、個人番号カードの交付についてでございますが、10月末現在の個人

番号カードの交付状況については、基準人口が7,098人、交付枚数が6,580枚、交付率は92.7％で、

依然県内１位でございます。全国では14位という状況でございます。次に、納税徴収係の収入状況

につきましては、右記のとおりでございます。 

  次に、まちづくり課の企画調整係の移住相談会の開催についてでございます。９月９日、11月

19日に静岡県主催の「伊豆半島移住相談会」に参加し、移住希望者に対し西伊豆町の魅力を配信し

たところでございます。次に、西伊豆町夕陽カレンダーにつきましては、11月15日に「夕陽のまち

西伊豆町ふるさとフォトコンテスト」の入賞者作品を使用した「西伊豆町夕陽カレンダー」を町内

各戸に配布をいたしました。なお、同日から一般販売も開始したところでございます。次に、観光

商工係の「堂ヶ島夕映えの花火」についてでございます。９月29日から10月２日の４日連続で堂ヶ

島公園におきまして、西伊豆町観光協会主催の「堂ヶ島夕映えの花火」を開催いたしました。マジ

ックアワーと呼ばれる美しい夕景をバックに、ＢＧＭと連動した花火を打ち上げ、多くの方にご来

場頂いたところでございます。次に、姉妹町交流についてでございます。10月14日に富士見町にお

きまして、「第19回JA信州諏訪農業祭」が開催され、西伊豆町ブースでは、観光ＰＲとしてＳＮＳ

のフォロワーを増やすため、ガチャガチャイベントを行いました。また、町内の海産物業者による、
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物産販売も行われ、町の魅力をＰＲしたところでございます。次に、夕陽の町西伊豆町ふるさとま

つりについてでございますが、11月12日に西伊豆町イベント実行委員会主催の「第19回夕陽のまち

西伊豆町ふるさとまつり」が黄金崎クリスタルパークで開催されました。ステージイベントでは、

松崎高等学校の吹奏楽部の演奏、園児のリズム、元ｃｌａｓｓの日浦氏の音楽ステージなどが行わ

れ、会場を盛り上げていただいたところでございます。また、物産ベースにおきましては、富士見

町、市川三郷町、川根本町を含む32店舗が出店し、ＰＲブースには11団体が参加いたしました。ホ

タテ焼きの無料サービスも行われ、晴天にも恵まれ約3,000人の来場者でにぎわったところでござ

います。次に、まちづくり課の各種イベントの参加につきましては右記のとおりでございます。  

次に、まちづくり戦略係の東海大学体育学部との連携については、９月４日に、本庁１階ラウンジ

におきまして、スポーツによる地域振興に関わる連携に関し地域課題の解決及び人材の育成等を

目的とした覚書を締結したところでございます。生ごみの堆肥化プロジェクトにつきましては、９

月25日に林道袮宜ノ畑倉見線沿いにおいて、農林水産係と共同で生ごみの堆肥化実験をスタート

させたところでございます。次に、東レアローズ男子バレーボール部との連携についてでございま

す。９月26日、本庁１階ラウンジにおきまして、両者の包括的な連携のもと資源を有効に活用した

連携活動により、両者の認知度向上を目指すとともに、相乗効果を発揮し、地域に貢献することを

目的としたパートナーシップ協定を締結したところでございます。次に、東アジア文化都市２０２

３補助金事業についてでございます。10月28日、29日にかけまして、東アジア文化都市２０２３の

補助金を活用し、ベルテックス静岡の公式戦を西伊豆町ＰＲの冠試合として開催をいたしました。

試合会場となった沼津市総合体育館に駆けつけた約4,000人のファンに対し、西伊豆町をＰＲする

とともに、29日には西伊豆中学校バスケットボール部の生徒20名が試合前に、ベルテックス静岡ジ

ュニアスクールとエキシビションゲームに、参加をさせていただいたところでございます。 

  次のページをお願いします。防災課の防災安全対策係、秋の全国交通安全運動につきましては、

９月21日から30日まで全国一斉に行われ、「反射材着用推進」などを町の重点目標に掲げ、街頭指

導などを実施したところでございます。次に、西伊豆消防団連合会防火広報パレードにつきまして

は、11月９日に、秋季火災予防運動の一環として、西伊豆町・松崎町の両町において実施をいたし

ました。次にトイレトレーラーの出動についてでございますが、11月18日に富士市で行われました、

「ふじＢｏｕｓａｉ２０２３」に参加し、富士市・山梨県北斗市とともに、３台のトイレトレーラ

ーを並べ、啓発活動を行ったところでございます。 

  次のページをお願いします。健康福祉課の健康係、新型コロナウイルスのワクチンの接種につ

いてでございます。令和５年度の秋開始接種を９月20日から個別で実施をしております。10月末ま
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での接種者数につきましては1,007名で、そのうち65歳以上の方は908名でございました。次に、イ

ンフルエンザのワクチン接種につきましては、９月21日、65歳以上の3,706人にインフルエンザワ

クチンの接種の通知を発送したところでございます。次に、骨粗鬆症検診については、40歳から70

歳までの５歳間隔の年齢の女性を対象に、６月19日から12月22日までの間、骨粗鬆症検診を実施し

ております。10月末までに、60名が受診をされております。次に、介護保険係の介護認定審査会に

つきましては、８月10日から10月26日までに、６回開催をし141名の方が申請を行い、申請取下げ

が１名、140名の方が介護認定されたところでございます。次に、医療保険係の特定健康診査及び

若年者健康診査についてでございます。国保被保険者を対象に、５月10月11月に実施し、受診者646

人、受診率は35.8％でございました。また、20歳から39歳までの若年者健康診査も実施し、受診者

は６名、受診率は５％でございました。 

  次のページをお願いします。環境課の生活衛生係についてでございます。こちらの町内河川水

質検査につきましては、９月28日に、町内河川の汚れを検査するため、上流下流など27か所から水

を採取し、水質検査を実施したところでございます。 

  次のページをお願いします。産業建設課の農林水産係、農業委員会につきましては、右記のと

おりでございます。次の森林環境譲与税につきましては、９月19日に住民防災センターにおきまし

て、森林環境譲与税による森林整備箇所を地権者に説明し、10月20日付けで、該当する全ての地権

者と協定を締結させていただきました。次に、森と海の６次産業化プロジェクトにつきましては、

７月31日から伊豆漁協田子支所が主体となり、田子漁港で試験をしている「海釣りＧｏ!!」が、グ

ッドデザイン賞を受賞したところでございます。 

  次のページのその次、16ページをお願いします。企業課です。水道事業の上半期の経営状況に

つきましては、令和５年度上半期の収益的収支は、収入が9,275万8,000円、支出が7,529万9,000円

となり、1,745万9,000円の純利益が生じたところでございます。収益的収支を前年同期と比較いた

しますと収入は64万5,000円、0.7％の増、支出につきましては、19万6,000円、0.3％の増、純利益

は44万9,000円、2.6％の増となりました。また、次の地区説明会につきましては、10月25日から10

月31日にかけまして町内５ヵ所で、水道料金改定に伴う地区説明会を開催させていただいたとこ

ろでございます。次に、温泉事業の上半期の経営状況につきましては、令和５年度上半期の収益的

収支は、収入が4,273万3,000円、支出が2,557万1,000円となり、1,716万2,000円の純利益が生じて

おります。収益的収支を前年同期と比較いたしますと、収入については176万5,000円、4.3％の増、

支出につきましては617万1,000円19.4％の減、純利益については、793万6,000円、86％の増となり
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ました。温泉協会の役員会の開催につきましては、10月16日に西伊豆町保健センターにおいて、静

岡県温泉協会西伊豆支部役員会が開催されたところでございます。 

  次のページをお願いします。教育委員会事務局の教育委員会、教育委員会等の活動につきまし

ては、右記のとおりでございます。また、学校教育係の認定こども園の在り方を考えるワークショ

ップにつきましても、右記のとおりでございます。賀茂小学校保護者の説明会につきましては、11

月17日、中央公民館多目的ホールにおきまして、賀茂小学校保護者説明会を開催し、通学バスに関

することや、学校での約束事、ＰＴＡ組織について説明をさせていただいたところでございます。

参加につきましては会場が17名、Ｚｏｏｍで７名、参加者のトータルでは24名でございます。次に、

社会教育係の軽スポーツ教室の開催と、秋の町民ハイキングの開催につきましては、右記のとおり

でございます。次のページをお願いします。文化財展示会の開催につきましては、11月４日、５日

の両日、旧田子中学校の校舎２階におきまして、文化財保護審議会主催による教育委員会後援で、

文化財展示会を開催いたしました。昨年度、展示をしました古い民具や農機具・漁具のほか、埋蔵

文化財と今昔写真を新たに展示し、文化財保護審議会委員に説明をしていただいたところでござ

います。小学生からお年寄りまで、幅広い年代の243名が来場されております。次に子ども議会の

開催につきましては、11月20日に役場議場におきまして子ども議会を開催いたしました。児童が、

町に対して思っている疑問や要望を一般質問形式で町長に投げかけ、私が答弁をしたところでご

ざいます。各小学校の小学５・６年生６名が議員となり１名の児童が議長役を行い、計７名が参加

したところでございます。そのほか書面でご確認を頂ければと思います。 

  壇上での報告は以上でございます。 

○議長（堤 豊君） 行政報告は終わりました。 

  暫時休憩します。 

 

 休憩 午前 ９時４８分 

再開 午前 ９時５４分 
 

 

     ◎一般質問 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  日程第５、一般質問を行います。 

  一般質問は、通告順序に従い発言を許します。 
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  なお、本定例会において、一般質問に対し、町長に反問権を付与します。 

 

 

     ◇ １番 松 田 貴 宏 君  

○議長（堤 豊君） 通告１番、松田貴宏君。 

    １番、松田貴宏君。 

〔１番 松田貴宏君登壇〕 

○１番（松田貴宏君） おはようございます。 

  １番、ツキノワグマについて。ツキノワグマが令和３年７月26日に、大久須で錯誤捕獲されて

から２年経った本年10月20日に、西伊豆町との境目に近い河津町梨本で、ツキノワグマ熊が錯誤捕

獲されました。河津町で捕獲された個体は、大久須で捕まった個体に比べて小さく、また、大久須

で放獣する際に付けた耳のタグがないことから、別の個体と見られています。また、10月26日の午

後には、一色でツキノワグマかもしれない動物が目撃されています。まだ雌のツキノワグマは、伊

豆半島では見つかっていないため、繁殖しているかどうかは分かりませんが富士山周辺から伊豆

半島まで、足を延ばしてくるツキノワグマはこれからも続くと思われます。このことを踏まえて質

問します。 

 （１）ツキノワグマが西伊豆町内にあらわれたときに備えて、市町や県、警察を交えた会合を計

画していると、４年３月の定例会での質問にお答え頂いていますが、その後、有害鳥獣の協議は開

かれているものの、ツキノワグマの対応についての協議は開かれていないと聞きます。開かれてい

ない理由について教えてください。 

 （２）もしツキノワグマが町内に現れた場合には、県から示されたフローチャートに基づいて対

処することになっています。町は万全に対処できますでしょうか。もし懸念事項がありましたら教

えてください。 

 （３）11月４日の伊豆新聞では、イズーの白輪園長の「伊豆の山で、２頭のクマが木に登っている

ところを見た人がおり、雌も伊豆に生息し、既に繁殖しているのではないか。これを前提に駆除で

はなくクマとの共存を基本にし、防除の考えで対処していくことが大事だ。」というお話が載って

いました。これからは、ｗｉｔｈツキノワグマの時代を迎えるのかもしれません。町は、ｗｉｔｈ

ツキノワグマの時代になるとお考えでしょうか。その上で、もしそのように考えていた場合には、

そのときに備えて今までに検討してきたことがあったら、教えてください。検討していなかったら、
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これから検討するつもりがあるのかどうか教えてください。ｗｉｔｈツキノワグマの時代が来な

いとお考えの場合は、その理由について教えてください。 

  ２．小田起伏堰について。ゴム引製布の袋体が破けて使用できなくなっている小田起伏堰につい

て質問します。（１）水産資源保護法第25条では、「溯河魚類の通路となっている水面に設置した

工作物の所有者または占有者は、溯河魚類の溯上を妨げないように、その工作物を管理しなければ

ならない。」と定められています。また、内水面漁業の振興に関する法律の第24条では、「国及び

地方公共団体は、回遊魚類(内水面と海面との間を往来する水産動物をいう。以下この条において

同じ。)の持続的な利用の確保を図るため、回遊魚類の増殖の取組に対する支援その他必要な措置

を講ずるよう努めるものとする」となっています。平成２年にこの堰が作られたときはこの法律が

あったこともありますが、当時は既に、堰には魚道を設けるのが当然のこととなっており、この堰

にも魚道が作られました。ところがこの魚道は適切な管理ができなかったため、土砂に埋まったま

まとなり、機能を果たせなくなりました。そのため、過去には袋体の内圧を下げ、意図的にＶノッ

チ現象を引き起こすことによって、アユを溯上させていたという話も聞きます。しかしながら、Ｖ

ノッチ現象による越流は、水叩きの床版を傷め、想定外の操作は思わぬ障害を発生させる可能性が

あります。また、令和元年に県から公表された仁科川水系河川整備基本計画では、基本理念として、

「仁科川においては、山々と海、人々の暮らしを結ぶ豊かな環境を守り育てるため、洪水、津波土

石流などの災害の発生の防止と軽減を図るとともに、西伊豆を代表する清流としてアユも行き来

するような河川環境や、これまで地域で育まれてきた川と人々との関わりが、今後も引き継がれる

よう、魅力ある地域形成に資する水辺環境の保全に取り組むことにより、地域の骨格となる川づく

りを目指す。」とうたわれています。西伊豆町第２次総合計画では「“ふるさと”と言いたくなる

夕陽のまち」を将来像としています。この「ふるさと」には「文化がある、自然が美しい、人が優

しい」の意味が込められているとのことです。これらのことから仁科川の整備には、水産資源の保

護とともに自然環境への配慮も求められていることが分かります。また、仁科川水系河川整備基本

計画には、「魚道がなく、河川における上下流の連続性の障害となる施設も見られます。」いや、

失礼しました。見られるとの指摘もあります。これらを踏まえると小田起伏堰には、魚道を再整備

する必要があると思います。住民の生命と財産を守る視点に立ちますと河川断面を確保するため

に、魚道を設置しないという考え方もあると思いますが、町は魚道の設置についてどのように考え

ているのか教えてください。もし設置する場合は、現在の魚道から土砂を取り除いて再び使えるよ

うにするのか、また30年前の魚道ですから最新の知見を生かした新しい魚道をつくり直すのか、町
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の考えを教えてください。そして、魚道を設置した場合は、その後の維持管理はどうするのか町の

考えを教えてください。 

  （２）小田起伏堰は、もともと農業用水の取水のために設置されたため、５月から10月の間に起

伏していましたが、生活排水を流すためとなると常時起伏させておく必要があると思います。また、

上流の大堰においても突然の豪雨により、土砂で取水の水路が埋まることが増えました。倒伏時に、

十分な河川断面を確保するためにも、土砂吐きの必要もあると思いますが、町の考えを教えてくだ

さい。 

  以上で終わります。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

〔町長 星野淨晋君登壇〕 

○町長（星野淨晋君） それでは、松田議員の一般質問にお答えをさせていただきます。まず大き

な１点目のツキノワグマについての（１）県と警察との会合について開かれていない理由につい

てというご質問でございます。ニホンジカやイノシシと違い、ツキノワグマの事務所管は県とな

っておりますが、伊豆半島にはツキノワグマがいないことになっているため、賀茂農林事務所も

対応に苦慮されているようでございます。また、人身被害の危険性がある場合以外は、県庁自然

保護課管轄のため、積極的に動いていないものだと思います。 

   次に（２）のフローチャートに基づく対象についてでございますが、目撃情報があったときに

はまず人身被害の危険性判断を優先いたします。山の中なのか、人家に近い場所なのかによって

対応が変わりますが、10月26日に目撃情報があった堀坂林道付近の事案では、フローチャートに

従い、通報があってからすぐに賀茂農林事務所及び猟友会とクマがその場にとどまっているかど

うかの調査を行いました。結果、即時的危険性はないと判断し、県自然保護課によりセンサーカ

メラを設置していただき勧奨しているところでございます。次に、懸念事項はないかとのご質問

についてですが、山奥の目撃情報を大きく報道いたしますと、かえって住民の不安をあおること

になりかねないという懸念もあります。ですので、臨機応変の対応が必要であると考えておりま

す。また錯誤捕獲の際に、賀茂郡下で統一した対処をしないといけないということもあります。

令和３年に大久須での錯誤捕獲の際には、タグをつけて補充いたしましたが、今年10月20日に河

津町で補充された個体にはタグをつけなかったと聞いております。なお、クマが山に戻らず人家

に近い場所を徘回するようなことがあれば、わなによる捕獲・放獣や銃による捕殺も検討しなけ

ればなりませんが、他自治体では捕殺したことに対し、かなり批判的な意見が寄せられているよ

うでございますので、慎重に判断しなければなりません。本年11月から環境省の熊対策専門家緊
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急派遣事業が利用できることになりましたので、判断に迷うのような事案につきましては専門家

の指導助言を受けたいと思います。 

   次に（３）のｗｉｔｈツキノワグマについてでございますが、今年はクマの人身被害が各地で

起こっており、全国的にクマの生息域に変化が起きているのは間違いないと思いますし、いずれ

繁殖しても不思議ではない状況でございます。現状では、ツキノワグマは本県の絶滅危惧種であ

り、大切に保護していくということになっております。また、環境省は人身被害が多発している

ことを受け、三つのことを示されております。一つ目は、クマの出没情報などに注意しつつ、ク

マの生息域にはむやみに入らないことでございます。やむを得ず入る場合につきましては、単独

行動を避け、鈴など音の出るものや、撃退スプレーを携帯するなどの対策をとることとされてお

ります。二つ目は、クマと出会った場合の行動を正しく知ることでございます。三つ目は、クマ

を人里に引きつけないよう放置果樹や生ごみ等が餌とならないよう適切に処分するということで

ございます。伊豆地域だけでなく全国的な動向を注視して、今後の方針は変わっていくと思いま

すが、お金がないので何もできないということがないように、例えば、クマに対応できる大口径

のくくりわな購入費などを見込んでおくといったことを来年の予算に盛り込みたいと思っており

ます。 

   次に、大きな２点目の小田起伏堰についての（１）の魚道につきましては、左岸側に土砂で埋

没した魚道がありますが、堰の上流部には水流が左岸側にぶつかる縁があり、その反転流が堰の

右岸側に向かって流れますので、魚道がある左岸側に土砂がたまる構造的な欠陥があり、魚道周

辺の土砂を撤去したとしても数年でたまってしまい機能しなくなります。このため、魚道の代わ

りとして内部空気圧を抑え、中央部を窪ませた状態をつくり出していたものでございます。施設

の更新に当たっては、魚道を含め健全性を保て、維持管理がしやすい構造にできないか検討して

いきます。 

   次に（２）の土砂吐きについてでございますが、小田起伏堰の常時起流については、施設の更

新に当たり、県と協議をいたします。土砂吐きについてですがまず、大堰の取水用水路は大雨の

ときに、側壁の板を外し、土砂を河川に流せる構造になっておりますが、近年は、大堰組合でお

もりをする方がいないようで板が外されないため、用水路内に土砂がたまってしまうことがある

ようです。今年度も、このようなケースは２度あり堰組合には適切な維持管理を再度お願いした

ところでございます。次に、小田起伏堰については現在の構造では土砂吐きの追加ができないと

思いますので（１）でお答えをしましたとおり、施設の更新に当たり、健全性を保て、維持管理

がしやすい構造にできないか検討してまいります。 
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 以上、壇上での答弁を終わります。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） クマの件なんですけれども、来年度、大口径のくくりわなを予算でってい

うことなんですけども、基本的に、クマがいる地域では熊がくくりわな引っかからないように小

さくしてる。で、当面よりこっち側ってのがクマがいない前提でおっきなのにしてるっていうと

ころなんですけども、これって絶滅危惧種を間違えて捕まえないようにっていうよりは、クマの

場合くくりわなでくくっちゃうと、足がもし切れちゃった時にでも力があるから、そのまま暴れ

出てきちゃって危ないから、くくりわなではクマ捕まえないでねっていう話になってたかと思う

んですけれども、係長それじゃ、失礼しました。課長、その辺どうだったでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 関係者で出されている熊対応マニュアルというものがございま

すけれども、基本的に、熊をくくる罠で捕獲をすると人間がそれを近寄ったときにですね、暴れ

て外れたりして、攻撃されるというようなことがあると、したがってくくりわなを設置する場合

には、強固なものにしなさいというようなことは言われております。熊の捕獲、錯誤捕獲をしな

いようにという意味で、輪の直径を12センチ以下にしなさいっていう基準になっています。それ

がこの伊豆地域ですね。富士山麓のほうは、熊の捕獲許可が出ています。そちらは、熊ってのは

足が大きいので熊をくくりわなで捕獲するために、12センチ以上の輪っかも許可されているとい

う状況です。で、伊豆地域は、今熊がいないということが前提なんですけども、議員おっしゃる

ように、もしかしてここでもう熊がもう繁殖してるんだと、管理捕獲をしなければならないとな

った場合に、道具がないのでできませんということがないようにですね、その辺の準備をしてお

きたいということで、予算を計上させていただきたいと思っております。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） はい。じゃ、くくりわなで熊を捕獲するのは法律で許可が出れば大丈夫と

いうことでよろしいですか。はい、分かりました。熊の対処基本的に県っていうのは、そのとおり

なんですけれども、どうしてもやっぱ住民の方々にしてみても、熊は県だから、これは役場じゃな

くて県だって言って県のほうに相談ってのがなかなかしにくいんですよね。どうしてもやっぱり

１番身近な役場に、いや、それが、町の仕事じゃないよ県の仕事だよってわけにもなかなかいかな

いとは思うんです。実際に農業者の方で、特に山との畑が本当に隣同士になっているところの人な

んかだと、怖くて何か畑行きづらいよとかそういう声も聞かれてます。やはりここは、町と県ちゃ

んと連携して、安心してっていうのはなかなか難しいのかなと思うんですよね。熊は出てきちゃう
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かもしれないし来ないかもしれないし、どこまで対策するかってのはなかなかこれまでなかった

ことなので、こうすれば大丈夫ってのはない。ただ、それでもやっぱり住民の方々に１番身近な役

場が熊に対してちゃんと相談に乗ってあげる必要があると思うんですけれども、その辺はいかが

お考えでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 先ほども申し上げましたように熊がいないっていうことは前提

なので、目撃情報があったよということになりましたら、当然まず何を１番優先するかっていう

と、人的被害が起きないようにというその危険性の判断があるかないかっていうことを行動をい

たします。市町と農林事務所ですね。で、すぐに現場を見に行くわけですけども、なかなか素人

でちょっと判断つかない部分がございますので猟友会さんにも出ていただいてということで、今

回の場合もそういう対応いたしました。もちろん警察のほうも警察のほうで、そういう危険性が

ないかというのは、出動していただいて、お互いに情報交換を行ったというところです。その上

でですね、監視をして、もし山に戻らない、そこにとどまっている、もしかして人家に近づく可

能性があるんじゃないかっていうことがもしあった場合ですね、県のほうで捕獲の許可を出す、

あるいは、警察のほうで麻酔銃や捕殺の許可を許可を出すという形になると思います。なので事

前準備のほうでは、町のほうもそういう住民の方から目撃があったよというご相談がありました

らですね、すぐに対応できるように体制をとっております。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） はい。まずは、住民の安全の確保が大事になりますので、熊が出てきたとき

の対処というのがあると思います。一方で、伊豆半島に熊が生息している、するかもしれないって

いう状況で、やっぱり、熊に生息されたら困るんだよっていうふうにして、来ちゃ駄目ってやるの

は無理があるな、来ちゃったらもう来ちゃって、来ちゃうな仕方がない。そん中でどうやってツキ

ノワグマと人間が、同じ伊豆半島の中で暮らしていくか、共存っていうと何か隣同士に座れるかっ

ていったら熊と仲よくは無理なんですけれども、そういうこれからの伊豆半島の自然環境ていう

のをどう捉えているか豊かな自然環境っていうのは人間に対して優しいだけじゃなくて人間に対

して怖いところもあるよっていうのが、動物に限らずいろんな災害とかでも感じることあると思

うんですけれども、こういう町ですので、そういうところ、これからも深く考えていってほしいな

と思っております。で、小田起伏堰に関しては、まだ来年度が調査で、もしやるとしても再来年度

からということで、まだ全然いろんなこと決まってない中でいろいろとお話聞かせていただきま

して、感触としては、魚道またつくってもらえるのかなと思っております。こちらも水産資源の話、
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養殖とかそういうのだけじゃなくてやっぱり自然のところにもまだまだ、それなりに資源は残っ

てるよ、もし暮らせるような環境がなくなったときに、これからまた増えてねって放流してもなか

なか増えない。やはり、暮らしやすい環境、鮎が暮らしやすいよっていう環境ほかにもいろいろな

魚・カニなどいます。そういう環境を守るっていう考え方が必要になってくると思います。まだ計

画が詳しく進んでない段階ではあるんですけれども、やはりこの小田起伏堰、もしこれから再整備

したとなると通年で水を水路に流すようになるということでよろしいでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） まず一つは、台風などのシーズンですね。河川断面が確保でき

ないとまずいということもあり、今まで下げていたと思うんですけども、もう一つは、アユの産

卵期ですね、この秋から冬にかけては、川の水量を確保するという意味でも、下げていた部分は

あろうかと思います。その辺は運用の面については、賀茂農林というよりも土木事務所との折衝

になるかと思いますので設計ができた段階で、その辺の交渉をさせていただきたいなというふう

に思います。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） 河川なので、土木事務所も絡んできます。で、農林事務所も当然農業用水と

いうことで絡んできて、町も関係してくるっていうところで、なかなかこう、誰が主体となって動

くっていうのが分かりづらくなっているのかなと思います。これ設置の目的っていうのが、これ主

に生活排水のことは聞いてるんですけれども、そこに農業関係の予算が使えるよっていうことで、

農業が出てきてとかなってます。なかなかこういろんな予算補助金の関係でかちっとうまくはま

ったなって思ったときって、なかなかそのそこにぱっと目が行っちゃって周りのこと目が行きに

くくなるんですけれどもこれは本当気をつけないとうまくいったなと思うと、何か大事なこと見

落としがちやっぱりお魚のほう、組合の方々からも、理屈、要するに生活排水を流すために農業か、

予算が補助金がつくからって言ってそういうふうにやっていくのはちょっと変じゃないかなみた

いな疑問の声も上がってます。それが駄目かって言ったら、町として予算的なとこを考えればそう

いうことを活用していくしかないんですけども、魚道が設置されないとこれは賛成できないよね

と、今の中で魚道設置されるんだろうなと思いましたのでそれはクリアできるのかなと思うんで

すけども地域住民の方々の声を聞いて、そこら辺もうまくみんながこの魚道に賛成、起伏堰に賛成

できるような計画立てて整備していただきたいと思いますけれども、その辺課長いかがでしょう

か。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 
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〇産業建設課長（久保田寿之君） 現在の堰の構造的欠陥というものを補えるような設計をみんな

で考えてつくっていきたいというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） はい。予算じゃない補助金のほうも、一旦、令和７年度で切るとはいえ、

県のほうも言ってましたけれども、またこれまた続き、続くかもしれないということもあります

ので、あまりその令和７年度のお尻っていうことを考えにとらわれることなく、よりよいものが

できるように、計画していっていただければなと思っておりますが、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 私たちは、国県が示しているリミットについてはそれは遵守をしないとい

けないと思います。松田議員は、延長するかもの話をされておりますけども、私は賀茂で施策を

講じていったときに、もし実際蓋を開けたらなかったということになりますと、逆に住民の方に

ご負担を頂くという形にもなりますんで、そこは賀茂で話はできないということだけはご理解く

ださい。 

○議長（堤 豊君） 松田貴宏君。 

○１番（松田貴宏君） 承知いたしました。町長も、かも思い込みだけで政策進めることのないよ

うにお願いいたします。これにて終わりにいたします。 

○議長（堤 豊君） １番、松田貴宏君の一般質問が終わりました。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時３０分 

 

 

     ◇ ２番 浅 賀 元 希 君 

○議長（堤 豊君）  休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  通告２番。浅賀元希君。 

  ２番、浅賀元希君。 

〔２番 浅賀元希君登壇〕 
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○２番（浅賀元希君）おはようございます。２番議員の浅賀元希でございます。議長の許可を得ま

したので、まずは壇上から質問させていただきます。私の今回の質問は、津波対策についてと認定

こども園についての２件であります。 

  件名１、津波対策について。津波対策として、西伊豆町では、これまでに４基の津波避難タワ

ーの建設を実施したほか、今年度は仁科浜地区に津波等避難施設の建設も進めています。また、仁

科の正円地区には既に用地を確保し、津波避難タワー建設に向けて進めているほか、宇久須の浜地

区においても津波避難タワーを建設する方向で検討を行っています。津波対策では、津波避難タワ

ーのみならず、津波浸水域の高台や津波浸水域外のスペースを津波避難場所に公共施設の高さの

ある建物を津波避難ビルとして、町内におおむね50箇所の津波に対する一時避難場所が指定され

ております。このようなハード面での対策を進める一方、ソフト面では、毎年数回の訓練を実施し

ていますが、ハード・ソフト面ともに、町として満足な対策がとれていると言えるでしょうか。私

は、対策が十分とは言えないと思いますので、改めて津波対策について、以下の質問をいたします。 

 （１）津波訓練について。①今年も９月に津波訓練が行われました。その際、避難指示の訓練放送

がなり、しばらくすると再度放送があり、地震発生から、５分が経過しました。現在の場所を確認

してくださいとのアナウンスでしたが、放送の意図はどのようなものか。②放送にあった地震発生

５分後の各地区の避難状況はどのようなものか。③津波避難タワーを使った訓練は、これまでコロ

ナの影響で実施していないとの説明でしたが、コロナも５類に分類が引下げられました。また、沢

田地区と下月原地区にも新しい津波避難タワーが完成いたしましたが、津波避難タワーの訓練を

実施し、避難状況や改善点の把握に努めているのか。 

 （２）津波避難タワーのハード面の考え方について。①以前の一般質問で、避難困難な避難場所

があるので、現場を確認し、改善に努めるべきと発言しましたが、その後、避難場所や津波避難タ

ワーなどの状況を定期的に点検し、改善に努めているのか。②避難場所の管理は町だけでは無理だ

と思うので、各地区と連携を図る必要があると思うが、現在どのように連携を図っているのか。③

津波避難場所設置について、これまで津波浸水域において、各家庭から200メートル以内に高台が

ないところに、津波避難タワーを建設し、津波浸水域にいる住民が、地震発生後５分以内に避難で

きるようにするとの説明でしたが、西伊豆町においては、そのような考え方では、多くの住民の命

を守るための対策が不十分だと思います。津波避難対策は考え方を変える必要があると思うが、見

直す考えはないのか。④津波から住民の命を守る対策は当然だが、同時に財産を守ることも重要で

ある。その対策として防潮堤のかさ上げも有効だと思う。松崎町では、かさ上げに対し、地区から

の要望を県に継続して行ってきた結果、県がかさ上げを行うということとのことです。改めて、防
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潮堤かさ上げに対する町長の考え方を伺います。⑤津波が越水した場合、津波が引けた後、水門、

陸閘、門扉をあけなければ、長期間、水が引けずプール状態になる。遠隔操作により、買物も可能

か。遠隔操作で買物ができない場合、どのような方法で排水するのか。⑥震災後には仮設住宅が必

要になり、用地を確保しなければならないが、用地の確保をどのように考えているのか。 

  件名２、認定こども園について。文教施設整備につきましては、現在ワークショップで検討を

しています。事業を進めるにあたり、メンバーを公募した結果、当初計画した人数より大分少なく

なってしまいましたが、それでも多くの皆様が自分の時間を割いて、毎回真剣に議論を重ねていた

だいています。私も何度かワークショップを傍聴しております。また、８月には西伊豆町中央公民

館で、生きるという映画が上映されましたので、その映画も見ました。映画は、東日本大震災によ

り宮城県石巻市にあります大川小学校で多くの生徒や教職員が津波の犠牲になったことについて、

事実や理由を知りたいとのことから、遺族である親御さんが、市や県に対して裁判を起こしたもの

でした。映画の中に裁判長の大変重い言葉が出てきました。それは、学校が子供の命の最後の場所

になってはならないとの言葉でした。この映画を見たときに、自分では、どうすることもできない、

小さな子供たちを預かる認定こども園は絶対に津波浸水域外に建設するべきだと強く感じました。

ワークショップメンバーの中には、津波浸水域でもよいとの考えのの方もおられます。私は、子供

の命を守るための責任や方法の共通認識を持つ必要があるとの思いから、以下の質問をいたしま

す。 

  （１）認定こども園について。①文教施設建設に当たり、町長は一切考えを示さず、ワークショ

ップで方向性を決めていただくと言っているが、認定こども園の設置場所について、津波浸水域で

もしょうがないと考えているのか。②認定子供園移転について。早期に進めるべきだと思うが、移

転時期についてどのように考えているのか。③10月のワークショップで認定こども園建設、建設地

として六つの候補地が決定されました。11月の全協での説明では、西伊豆町立文教施設整備委員会

へ、諮問し答申を頂くとのことですが、諮問の、諮問内容は一つの場所に絞り込むような内容にす

るのか、また、最終までの工程はどのようなものか。④ワークショップのメンバーを追加するとの

説明もあったが、今後はどのような内容の検討を行っていくのか。⑥東海地震や東南海地震以外の

津波警報等が出た場合の認定こども園での現行の対策はどのようになっているのか。 

  以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

〔町長 星野淨晋君登壇〕 

○町長（星野淨晋君） 
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それでは、浅賀議員の一般質問にお答えをさせていただきます。まず大きな１点目の津波対策につ

いての（１）の津波避難訓練について①地震発生後５分経過のアナウンスの意図はにつきましては、

第４次地震被害想定では５メートル以上の大津波は５分程度で到達するというふうに言われてお

ります。町民一人一人が５分後、どこまで逃げることができたのか、再確認をしていただくことが、

９月の総合防災訓練の目的でございました。次に②の地震発生後５分後の各地区の避難状況につ

きましては、９月の総合防災訓練では、町民一人一人の避難状況を確認していただくことを重点と

いたしましたので、各地区の避難状況については確認をしておりません。しかし、令和５年３月５

日の津波避難訓練時に訓練参加者からアンケート調査を行いました。その結果といたしまして、緊

急避難場所等までの避難時間はの質問に対し、全員津波到達時間より前と答えたのが27地区２地

区、一部、津波避難到達時間より後と答えた地区が23地区、全員津波到達時間より後と答えた地区

は２地区ございました。次に③の津波避難タワー訓練を実施し、避難状況や改善点の把握に努めて

いるかとのご質問ですが、現在では津波避難タワーが設置されている全地区の自主防災会におい

て避難タワーへの避難訓練を行っております。その中で、今年度建設された下月原地区では、９月

１日の総合防災訓練におきまして、自主防災会からの要請により、町職員が津波避難タワーの構造

について説明をし参加区民の皆様と意見交換を行ったところでございます。次に（２）の津波避難

対策のハード面の考え方についての①の町指定の避難場所状況把握と改善についてでございます

が、基本的に、避難場所や津波避難タワーを利用するのは、近くに住む地域住民の皆様になります

ので、定期的な点検等は自主防災会のほうで行っております。どうしても自主防災会で対応できな

い大規模な改善が必要なときは、随時要望書を提出していただき、町のほうで改善をしていきたい

と考えております。次に②の避難場所管理に関わる地区との連携については、①でお答えしたよう

に、定期的な点検や草刈りなど小規模な改善は自主防災会の方にお任せをし、大規模な改修が必要

な場合については町が行うなど、自主防災会と町が連携し、避難場所の管理に努めていきたいと考

えております。③の津波避難場所設置基準の見直しにつきましては、津波避難タワーの設置基準に

ついては、今まで200メートル以内という基準で進めてまいりましたので、引き続きこの基準で整

備をしていきたいと考えております。④の防潮堤のかさ上げの考え方につきましては、防潮堤のか

さ上げについては、下田土木事務所が主体となり地区協議会を立ち上げ協議してまいりましたが、

現在は行っておりません。今後、県も新たな地震津波アクションプログラムにより防潮堤などハー

ド整備を進めていくため、地区協議会を再開したいとの話がございますので、その中で、町民の皆

様のご意見を聞きながら考えていきたいと思っております。次に⑤の津波が越水した場合の対応

については、越水した時点で設備の多くが、水をかぶってしまうため遠隔操作はほぼできないと考
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えております。遠隔での改文ができない場合は、水門陸閘門扉ともに現地での手動操作となります。

また排水ポンプを使用するのも一つの手段と考えております。次に⑥の仮設住宅用地の考え方に

つきましては、応急仮設住宅建設予定地として、仮設可能敷地個別台帳を作成し、用地の確保に努

め、努めているところでございます。次に、大きな２点目の認定こども園についての（１）認定こ

ども園についての①認定こども園設置場所の基本的な考えにつきましては、基本的な考えとして

は、津波浸水想定区域外を前提として考えております。もし、津波浸水想定区域内に整備するので

あれば、当初計画のように想定される津波の高さを考慮した対策を講じた上で整備する必要があ

ると考えております。次に②の認定こども園の移転時期の考え方につきましては、移転時期につい

ては可能な限り早く移転したいという気持ちでこれまで取り組んでまいりましたし、その思いに

変わりはございません。しかしながら候補地が決定してから早くても２年はかかるであろうと考

えております。次に③の認定こども園の建設に向けた今後の工程については、諮問内容としては基

本的には最終候補地を一つの場所に絞っていただくことを考えております。しかしながら、答申の

中で附帯意見として必要な調査を実施することなどといった意見も想定されますので、第２案な

ど順位づけをしていただくことも想定しております。最終決定までの工程につきましては、今後、

文教施設等整備委員会で議論を重ねていただく中で、委員の皆様には大変ご苦労を頂きますが可

能な限り早く、答申を頂けるようお願いをしたいと思っております。次に④のワークショップメン

バーの追加目的につきましては、今回のワークショップのワークショップのメンバーの追加につ

いては、認定こども園の在り方に続き、今後は小中学校の在り方を考えていただくため、追加募集

をするものでございます。当初、30人程度ということで募集をかけたところでございますが、17名

の応募にとどまりましたので、より多くの方にご参加を頂き、これからの町の望ましい教育環境の

実現のために、活発なご意見を交換していただくため20名程度、追加募集をかけさせていただいた

ものでございます。次に⑤の東海地震や東南海地震以外で津波警報等が出た場合の認定こども園

での、現行の対策はにつきましては、津波警報または大詰め津波警報が発令された場所の場合の対

応ですが、認定こども園、仁科ですね、仁科認定こども園については屋上に避難、伊豆海認定こど

も園については田子神社に避難することとなっておりまして、その後の状況に応じて保護者に引

き渡すという対応をとっております。以上、壇上での答弁を終わります。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） それでは、再質問のほうに移らさせていただきます。前提としてですね、私

の今回の質問趣旨はやはり津波対策に対しまして改善や要望の内容が主になっております。そん

な中で（２）の津波避難場所についてということで、まずは、津波避難タワー関連について幾つか



- 23 - 

質問をいたします。まず、スペースの問題であります。スペースにつきましては、１平米当たり、

２名となっておりますが、今年、仁科の浜地区のほうで訓練をしたときの様子をちょっと伺ってみ

ました。そのときにはですね、おおむね80名ぐらいの方が上ったそうです。そのときの感想として、

もう100名ぐらいになると、身動きができないような状況になるんだなという感想を持ったそうで

す。やはりですね、私前々から言っておりますけども、町長もですね、一度そういった状況を踏ま

えた中で、本当にそのの１平米、２名ということで、これからも新しい津波避難タワー建設するわ

けでありますけども、そういった考えでそのままでいいのかっていうことを、やっぱり現場を見て

ですね、判断する必要があるかと思いますけども、それについてはいかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 防災課長。 

○防災課長（真野隆弘君） 先ほどの質問で津波避難スペースの関係になりますが、こちらにつき

ましては実際にですね、今自主防災さんからですね、スペースが狭いというお話はまだ頂いては

おりません。考え方としましては、津波避難タワーにつきましては、一時的な避難場所という形

でとらえておりますので、１平米に２人ということで整備をしてきておりますので、引き続きこ

の考え方でいければと思っております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。今の回答につきましてはですね、また後ほどの質問の中でちょっと

意見を述べさせていただきます。２番目のことについて質問させていただきます。10月の回覧の中

にですね、教育委員会の学校の編成だよりがありました。その中に、賀茂小学校見学会の記事の中

にですね、こういった文言がありました。教育委員会事務局では、保護者の皆様から頂いた意見を

参考に、学校施設の充実のために努めていきたいと思います。こういった考え方は、私は大切な考

え方だと思っております。ですから、今までも何度もですね、やはり現場を見て、やっぱり改善す

るところは改善していただきたいという考えを申し述べてきました。そんな中で、11月の末になり

ますけども、新しくできました、沢田と下月原の避難タワーの状況を私も見てきました。そこで気

になったことが３点ありました。１点目といたしましては、両方ともですね備品類、これは今まで

あります仁科の浜地区ですとか、安良里地区には屋上のほうにですね、いざというときの備品類が

ありましたけども、新しいものについては設置されておりませんでした。これ設置するためのボッ

クスもありませんでした。で、２点目はですね、私はあえてその西風の強い日に登ってみました。

そうすると、もうもろにですね両方とも、吹き曝しの状態で何も遮るものがないという状況があり

ました。３点目はですね、階段から手すりがありまして、それから屋上の四方のフェンスに手すり

がそのまま回っております。このフェンス、すいません、手すりをですね、もう少しこう高い位置
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に上げれば、フェンスの土台のところに腰かけるようなスペースがありましたので、そういったこ

とも活用できるんじゃないかなというふうな思いましたのですけれども、今の言いました３点に

ついて、どのような考えかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 全てですね、浅賀議員がおっしゃることが整えることが可能であって、予

算的な面も含めてできればですね、町のほうとしても行いたいということは思います。ただ、限ら

れた予算の中でできる限り多くの住民を守るためにですね、行っておりますので、その辺のご理解

も頂きたいというふうに思いますし、またテレビなどでですね、津波とか、そういったもののほか

に水害といえば、河川が氾濫してよく房総などですね越水して、人が家の屋根の上にいらっしゃる

というような事案もお見受けすることがあろうかと思いますが、最終的にはヘリコプターが上か

ら吊って救助をしているという状況になります。当然、津波避難タワーの上に登って、下が水に浸

かっているときに救助するには上から吊らなければいけない。そのときに屋根があったら吊るこ

ともできない。要は障害物となる可能性もございますので、あくまでも先ほど課長が答弁したよう

に、津波避難タワーは一時避難としてまず身を守っていただくためのタワーでございますので、あ

そこで長期生活をするのではなくて、もしそういったときには、上からの対策を講じるためには、

上に障害物がないほうがよかろうというふうに町のほうとは考えておりますので、現状としては

そこに屋根をつくるということは考えておりません。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。１番簡単のですね、その防災用品等についても、全く対策を考えて

ないっていう捉え方でよろしいんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 防災対策の備品については、これまでも整備したところにはあるというこ

とはご本人もご理解されていると思います。ちょっと準備が遅れたというのは防災課のほうの手

違いというか、ちょっと落ち度だというふうには思いますけれども、あそこに、備品を設置すると

いうことについては既に計画はされておりますので、確実に後日設置をされるものというふうに

認識をしております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。避難タワーはですね、もう既に半年近くが経ってるわけですから、も

う明日来るかも分からないものに対してその手違いっていうことだけで片付けるわけにはいかな

いんじゃないかなということはちょっと申し添えておきたいと思います。次にですね、松崎町の避
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難タワーについても松崎の担当課の方にちょっと話を聞きに行ったりですね、実際に見てきまし

た。その中で、松崎町のこれはあくまでも考え方なんですけども、どういったところに注意したか

っていうと、まずその高齢者のために蹴上の高さを低くしたということと、それから階段幅につい

てですね、やはりこう前を歩く人が遅くなった場合には、横から抜かして登れるように1.8メート

ルにしたということです。次はですね、また先ほど町長の答弁から考えると言いにくいことなんで

すけども、これまで私が言っておりました屋上にですね、屋根の設置、それからこの屋根について

はですね、可動式で、基本的には通常は真ん中のほうに収めてありまして、いざというときにロー

プがありましてそれで引っ張るような形の可動式になっておりました。それからもう一つ、ベンチ

っていうことで、真ん中にもベンチもありました。そういったことで、私はですね、やはり一時避

難場所と言ってもそのときの状況で、どんな状況になるか分からないもんで、ある程度その過ごし

やすい状況にしておくべきだっていうのが、あくまでも私の考えでありますけども、これからです

ね、何基か、西伊豆町においても津波避難タワー建設するわけですけども、もうあくまでも、そう

いったことは考えずに、今までどおりの津波避難タワーを建設するという考えっていうことにな

るんでしょうか。いかがですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 蹴上のものについては、うちはバリアフリーの基準よりも下回った高さで

つくっておりますので、浅賀議員がご心配をされるような状況ではないというふうに認識をして

おります。また幅についても、1.4メートル、いわば140センチ以上ということで、バリアフリーの

ほうが設置されておりまして、うちは160センチでつくっておりますので、これもクリアをしてい

るというふうに考えております。松崎さんのほうは180センチで遅い方を隣から抜くということを

想定されていると、今浅賀議員おっしゃいましたが、西伊豆町としては、遅い方を両脇から抱えて

一緒に登ってくださいということで、３名並べても登れる幅ということで140センチで設定をして

おります。誰かを置いていくのではなくて、みんなで一緒に上りましょうということで、その幅は

確保しておりますので、これも議員のご指摘には当たらないんだろうというふうに思います。確か

にもう松崎さんのようにですね、屋根ができれば良いに越したことがないということは私たちも

思っておりますが、先ほど申し上げましたように、屋根があり、またそれをですね、今は畳んであ

って空は見えて何かあったときに紐でということなんですけども、構造物上、真ん中に要は構造物

がございますので、上から吊るときにはこれが障害になります。ですから、状況的にもし上から吊

るときには、それがあることによって人が救出できないということになりますと、それはそれで問

題になるんだろうというふうに思いますので、何をとるかということでですね、市町によって選択
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が変わってくるんだろうというふうには思っております。ですから町としては、そこに取り残され

てしまった方を上からも救出するためには、青空ではなければいけないんだろうということで作

っておりますので、新たなものについても屋根をつくるということは考えられません。ただ今作っ

ております旧消防署跡地のようにですね、お金を多額にかければ、一つの階をつくることはできま

すが、中には津波避難タワーを作っても、こんな誰も登らない施設をつくるなというお叱りも頂い

ておる中でございますので、なるべく費用対効果で一時的でありますけれども、人の命を守れる最

低限の施設という設定で建設を進めたいというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。町長の考え方は、言ってることは分かりました。ただ自分としては納

得はできません。続いてですね、避難場所の管理についてお伺いいたします。防災対策基本法に関

する政令っていうところにですね、地震に対、すいません、政令に地震を対象とする、指定緊急避

難場所についてということで、管理条件かつ耐震条件を満たすこととあります。管理条件の中に、

居住者等を受け入れる部分について、物品の設置または地震による落下、転倒もしくは移動等によ

り避難上の支障を生じさせないとあります。この趣旨はですね、避難場所のみならず、避難経路に

関しても、障害を生じることがないようにする必要があると私は解釈しております。そんな中で、

町内のですね、高台の避難場所では、避難路には雑木がありまして、倒木の危険性が多くあります。

そのような状況で、本当に避難場所として目的が達成できてるとは思いません。伐採し安全確保に

努めるべきだと思います。具体的な例を一つ挙げさせていただければ、例えば、合の浦の海の近く

の方は、海の方から、旧道の方に逃げるのに細い道を通っていきますけども、そこには、わきには

山がありまして、もう雑木が生えております。そのためそちらの住民の方はですね、危険という認

識を持っております。そうするとその方たちが中今冬の広場に避難するのに、極端な話、伊豆海認

定こども園の方に回ることになると思いますが、そういった子供でも避難場所の対策がとれてい

るというふうにご理解しているのかどうか、お伺いいたします。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 浅賀議員がおっしゃるのはですね、確かに理想だと私も思います。全てが

完璧で、災害時であっても無傷で逃げる。何の障害もなく避難所にたどり着くということに主眼を

置くんであれば、そういった対応をしなければいけないんだろうというふうには思いますが、災害

のときに支障になるのは、周辺にある倒木だけではなく、民家から落ちる瓦などもですね、障害に

なります。では、お家を立てている方の瓦を全て変えていただくことが可能なのか、又ガスボンベ

であったりそういった外のものが片付けられているのか、全てを行わなければ浅賀議員のおっし
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ゃることはできません。ただ、町としては、自分の命は何とか守っていただきたい、一時的にでは

ありますけれども、避難できる場所については確保したいという思いで一生懸命やっております

ので、そういったものも全てやれということであるならば、多額の税金を納めていただかなければ

対応はできないんだろうというふうに思います。ただそういった住民のご負担をかけずにですね、

町・県の補助を頂きながら、何とかできる整備については町のほうでやっておりますが、財源には

制限がございますので、議員のおっしゃることも、全く理解できないというふうには申し上げませ

んが、多分、不可能だろうというふうに思います。 

○議長（堤 豊君）浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） これはですね、以前の時もちょっと質問させていただいたんですけども、

町長は瓦が落ちるっていうことも前にも言われました。ただですね、落ちるときには危険です。で

すけども、瓦は落ちてしまえばそこを踏み越えていくことができるかと思いますけども、倒木の場

合はですね、そこ乗り越えていくことはできないと思います。そこに大きな違いが私はあると思い

ます。そんな中で、少しでもですね、そういった危険性を排除した上で、避難場所は確保、全てが

できるかどうかってことは町長のおっしゃるとおり、予算面もありますので、疑問かもしれません

けども、やはり私自身はできることを少しずつでも進めていかなければいけないんじゃないかな

って思いますけども、いかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） お金が潤沢にあれば、多分できるんだろうということは思います。ただ、そ

の財源をどうするかまでは、議員の皆様も町民の方もですね、お考えにはなかなかならない、町に

言って町がやればいいじゃないか、確かにそれはそのとおりかもしれません。今、事例として、合

の浦の道をおっしゃいました。私も場所はよく分かります。これをやり始めますと、全ての道に全

て同じ対策をしなければならない。これ木はですね、毎年生えますということは、毎年同じ金額が

ずっとかかり続けるわけです。年間に、維持管理費で仮に１億から10億かかったとするとそれがラ

ンニングコストとしてずっとかかるということをまずご理解をください。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） いや、それは分かります。ただですね、住民にとってやはり、町が指定して

るところが安全だっていうことは私自身はですね、言えないと思います。だから否定する限りはで

すね、やっぱり最善を町として尽くすべきだと思いますけども、そういった考えには至りませんか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 
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○町長（星野淨晋君） 今、おっしゃられた浅賀議員は指定している場所ではないですよね。行き

着くまでの道路の話をされているんじゃないですか。私たちは、場所についてはなるべくできるこ

とはやりたい。ただ全てが全てできませんので、軽微なものについては地区の方にお願いをしてい

ますということは壇上で答弁をしたかというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。指定してる場所においても、そういった状況があるっていうことだ

け申し添えておきます。またいつものとおり、平行線になりますのでこれについては終わります。

続きまして、避難場所設置についてということで質問をさせていただきます。先ほど令和５年度の

訓練では、ほとんどの地区で完全な避難はできないとの報告がありました。今年９月のですね、状

況も、私自身も、いろんな区長さんに聞きましたが、ほとんどの地区で５分以内に避難できたとい

う回答はありませんでした。今回の場合はですね、訓練では放送が鳴って、もうある程度こう準備

しておりますので、すぐ、玄関から出ての状況ですけども、やはりいざっていうときには、地震が

収まってから３分以内と言われておりますので、より多くの人が、避難が難しくなるんじゃないか

なっていう状況にあると思います。そんな中で、また西伊豆町においては特にですね、高齢化率が

50％超で県下で１番、後期高齢化率についても、30％で県下でこれも高さは２番目に高い。それか

ら、他所だ度においても、男性が、最下位。女性にとっては、最下位から２番て、このような地域

の状況があるわけです。そんな中で果たして200メートルって今までの考えなんですけども、こう

いった考えでいいのかなって私自身は不安になったものですから、この辺について、町長にですね、

見直す考えはないかどうか、また改めてご回答をお願いいたします。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） えっとですね、浅賀議員が区長さんに聞かれた中身はちょっと私分からな

いので、その辺についてお聞きしたいというところもあるんですけども、先ほど、私壇上のほうで

答弁をさせていただいたように、２地区については５分以内に全員が避難をできたと。23地区につ

いては、若干、逃げ遅れた、要は５分以内に到達できなかった方はいらっしゃるんですけども、ほ

ぼほぼ、それに近い時間できたということは聞いてます。全く５分以内に来れなかったというのが

２地区あるということで、壇上で答弁をしたかというふうに思いますが、これは、９月の防災訓練

ではありません。３月のということで答弁をさせていただいてるかと思いますが、３月のときには、

避難する時間を私たちは住民に告知をしておりません。〇〇日、Ｘ時間でいつ来るか分かりません

という想定で、私たちのほうで時間を決めてやってます。その時点で、これだけの方がある意味、

避難ができているわけでございますので、浅賀議員が言ったように、避難の放送が鳴ってすぐに家
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から逃げたということではなくて、いつかかるか分からない状態で家の中から飛び出してもらっ

てこういう状況なので、私たちとしてはある程度今までやってきた施策が功を奏しているという

ふうに考えております。この200メートルを設定したのも、一応５分で津波が到達するというもの

がですね、県のほうから示されておりましたので、基本的に揺れている間、約２分については家か

ら出られないだろうという設定のもと、３分で進める距離を換算すると、約200メートルだろうと

いうことで試算をしております。この200メートルというのは、全国的にも、かなりまれなぐらい

小さな範囲で私たちは設定をしておりますので、基本的にこの方針でよろしいんではなかろうか

というふうに私は考えております。また議員は、先程来からいろいろなところにですねとても、屋

根をつくったりとか、お金のかかるお話をされますが、範囲を狭めて行いますと、基数を増やさな

ければなりません。そうすると今現在が大体１棟に１億から２億ぐらいのお金がかかってますの

で、それがポコポコ建つということになりますと、本当にお金はいくらあっても足らないというと

ころで何とか逃げられる範囲の200メートルの設定が私たちはぎりぎりなのかなというふうに考え

ておりますので、ずっとこれは同じ話になりますけども、お金が潤沢にあれば、できるんだろうと

いうふうに思いますし、またこれ建てることによって当然解体であったりとか、管理、メンテナン

ス費用も当然かかってきますんで、その費用を今後じゃ誰が負担するのかということも考えてい

ただければというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。私の聞いたですね、避難できなかったってのは今年の９月の防災訓

練に対して、ほとんどができないっていうのは、完全に避難できたっていうところがなかったって

いうのがほとんどです。ですから、５分以内にですね、例えば半分だとか、８割とか状況があった

っていうことだけちょっと承知しておいていただきたいと思います。その200メートルで、３分で

200メートルっていうことが私はですね、やはりこんだけ高齢者がいる中で、３分で200メートルも、

歩けない状況にあるんじゃないですかという指摘です。次の質問に移りたいと思います。これも事

例になります。これは私の地元の事例になります。私のところではですね、避難場所として弁天さ

んというところも指定されております。しかしここにですね、地区の方が避難する人は誰もいませ

ん。それはなぜかというと、あそこは土砂災害警戒区域に指定されておりまして、尚且つ、避難、

津波避難場所の看板においてもですね、土砂災害についてはバツがついております。そういったこ

とで地元の人はいざというときは危険ということがありますので、今回の訓練においても全ての

人はクリスタルパークに避難しておりました。その結果としてやっぱり半分以上の人は、５分以内

に到達できなかったという状況にあります。西伊豆町のですね、避難場所指定っていうのは、基本
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的には東海地震ですとか東南海地震に対して、地震後の津波対策ということも考えているかと思

いますので、そういった考えの中でですね、土砂災害と津波避難を同時に考える必要があると思い

ます。それなのに、土砂災害区域に津波の避難場所として指定することは私は間違ってると思いま

す。結果的に私の考えですと、柴地区においては、避難場所が１箇所しかないということになりま

すので、そこでまた、町長先ほどお金のことを言われて大変聞きにくいんですけども、柴区にです

ね、津波避難タワーを建設していただきたいというのが私の考えですけども、いかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 柴区にですね、建設するかしないかということは当然今後、本当に必要な

のかということを協議しなければならないというふうに思いますので、今ここでですね私のほう

がするしないということは明言はできません。ただですね、議員の質問の中に、土砂災害警戒区域

はですね、使えないっていうことをおっしゃるわけですよ。そうすると、何回か前の一般質問で、

築地ＡとかＢとかっていうところをですね、整備して逃げるようにしてくれというようなことを

おっしゃる議員もいました。そこは申し訳ないですけど土砂災害警戒区域内です。逆に、この警戒

区域から避けようとすると、西伊豆町内には逃げるところはなくなります。それをよくお分かりの

上で、一般質問をされているんですか。議員なわけですから、ハザードマップなども多分お読みに

なられてると思うので、現状を理解した上で、質問をしてください。この土砂災害警戒区域を外す

ということは町としてはですね、できないんですよ。ですから、東北のほうでも地震ありましたけ

ども、地震津波が発生したときには、津波てんでんこといって、何しろ高台にまずは逃げましょう

と、自分の命は自分で守りましょうということが大前提です。ただ、平地の山から近くないところ

については、山まで５分でたどりつかないので、津波避難タワーなどをつくって、命を守る対策を

しなければいけないということでつくっているということをまずご承知おき頂ければと思います。 

○議長（堤 豊君） 質問中ですが、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１３分 

再開 午前１１時１９分 

 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  浅賀元希君。 
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○２番（浅賀元希君） はい。私もですね、まがりなりに議員ですので質問する前には、勉強はして

おります。そんな中でですね、指定緊急避難場所の立地条件ということで、政令の中にはですね、

崖崩れに対して、安全区域に該当しない区域として、土砂災害警戒区域と明記されております。こ

れから質問することは先ほど町長が答弁の中にさっき言われたんですけども、町内にはですね、そ

ういったことで、土砂災害警戒区域に津波避難場所が指定されるところがたくさんあります。これ

をですね、私はやはり少なくとも、改めるべきだっていう視点であります。というのはですね、ハ

ザードマップについても、その記載方法が、土砂災害は土砂災害、それから、津波は津波っていう

ページが分かれております。総合的にですね、地震が来たときの津波はどこに逃げたらいいのかっ

ていうハザードマップにはなっておりません。そういった意味で、ハザードマップの記載方法も改

めて考える必要があるんじゃないですかっていうことをお伺いいたします。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） はい。それをですね、記載方法を変えるということはできると思います。た

だ、見にくくなります。それでよければ、全部をくっつけたほうがページ数も少なくなりますんで

町としては有効かなというふうに思いますが、利用する方の観点からすると見にくくなるので、そ

れは一緒にするのはやめようというふうに町のほうとしては決めているということです。ですか

ら、一緒のほうがいいという方が多ければ、私は一緒によろしいというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。私はですね常日頃言ってるたちの目的だと思います。何のためにつ

くるかっていうことは住民に安心感だとか安全を担保するためで、見にくいとかっていうことじ

ゃなくて、これなら本当にやはり安全な場所が分かるっていうふうな記載方法にすべきだという

考えであります。これはあくまでも意見として述べさせていただきます。続きまして、静岡県地震

津波アクションプログラム２０２３では、令和７年度までに３年間を想定犠牲者数の９割削減を

目指し、集中的に取り組む期間としています。また、犠牲者の減少に加え被災者の避難環境の質の

確保に資する取組を強化する被災者の健康被害等の最小化を図ることを減災目標に掲げています

とあります。先ほど私の答弁に対してですね、ほとんど改善はする回答は得られませんでしたけど

も、私はこのアクションプログラムとですね、町の考え方は乖離してるんじゃないかなと思います。

ということで町としてはですね、こういった県の考え方の整合性をどのようにとるのか、お伺いい

たします。 

○議長（堤 豊君） 防災課長。 
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○防災課長（真野隆弘君） はい。こちら県のほうは、今回、アクションプログラムを改正しまし

て、これからの10年間をつくりました。町としましても、この県の計画を含めてですですね、今

の検証作業を進めております。今後、検証作業が進めましたら、この新たな計画につきまして、

考えていきますが、明らかに、確かに県のこのアクションプログラムに、あわせて進めるものま

ずは町独自でやるものということはこれから精査しながら、計画を進めていきたいと考えており

ます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。その中で、１点確認ですけども先ほどもう町としては、土砂災害区

域でも、津波避難場所として、これはやむを得ないっていうことを言っておられましたけども、

その辺の考え方はこれからも変えずに進めていくという考えでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 浅賀議員がおっしゃるようにですね、土砂災害警戒区域から全てを外せと

いうことであるならば、多額の費用をかければ多分できるというふうには思います。ただそれ

を、要とするか要としないかという判断になろうかというふうに思います。先ほど議員おっしゃ

ったように、ハザードマップで安全をお知らせするということを言われましたが、町としては、

西伊豆町に安全なところはないということでハザードマップを配って皆さんに危機意識を持って

いただきたいというふうに思っておりますので、津波も土砂災害もひっくるめるとですね。西伊

豆町内には住むところはほとんどないというぐらい、ここは危険な場所だというご認識を頂けれ

ばというふうに思います。お金があればいくらでも整備ができるかというふうには思いますけど

も、やはり財源には限りがございますので、できる整備について、少しずつですけども、やって

いきたいというふうに思っております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。あのですね、町民の方にハザードマップを作成したから、そういっ

た危険性をご自分で認識してくださいじゃなくて、やはり町からもですね、そういったことで、

これまでも言いましたけども、やはり避難訓練等のときと利用してですね、ハザードマップにつ

いても、こういうふうにありますけども、こういった危険性もありますっていうことをやっぱ

り、町から積極的に情報を伝えるべきだと思いますけども、そういった気持ちはお持ちにならな

いでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 
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○町長（星野淨晋君） 町のほうからは、ハザードマップをお配りしたり、地区の自主防災会のと

きにですね、いろいろご説明申し上げておりますので、危険性については住民の方に発信は出来て

いるというふうに思っております。ただ、不十分だというご意見も当然私の耳にも入ってきており

ますので、一応来年度の方針としては、各地区のですね、区であるとか、町内会単位になるか分か

りませんけども、防災課の職員などが行って説明することも必要なんじゃないかということは指

示はしておりますけれども、今の時点としてはある程度危険性については、説明をしているという

ふうに考えております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。次にですね、津波が襲ったときの水の引けの感じで先ほどの壇上で

は、方法としては排水ポンプ等も考えられるということですけども、ハード面というかですね、例

えばここは長時間いたときに、現在の備品類はですね、飲物ですとか水ですとか、そういったこと

もありますけども、これからその非常食等ですね、長時間の場合の対策として、そういったことは

考えるのか考えなのか、その辺の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） あくまでも一時避難助ということで設定をしておりますので、浅賀議員の

おっしゃるような完璧な備品の装備というのは不可能だろうというふうには思います。ただ、水で

あったりとか、アルミのシートですね、保温できるようなものなどについては、既に２棟の津波避

難タワーには設置をしておりますし、新たに設置した２棟についても今後設置するということで

進めている状況でございます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。あのですね、完璧ではないにしてもですね、先ほどのアクションプロ

グラムの中にもですね、県のほうでは避難施設の質的向上により滞在機能の充実としてあります。

こういった写真もありますけども、こういったことに対してですね、町としては何ら対策をとらな

いっていうことになります、今までと全く同じ考えで進めていくというか、考えですか。 

○議長（堤 豊君）町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員のおっしゃる何らかちょっとよく分からないんですけども、全く準備

をしていないところですね、改善をしないということであればそれに当たるとは思うんですけど

も、一応町としては飲料水については40人分とかですねある程度数字は決めた中で、今のところ配

備をさせていただいておりますので、全くそういったものをやっていないというものには当たら

ないんではなかろうかというふうには思います。ただ、足りないということをおっしゃられると、
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当然、足りない可能性はありますので完璧な対策はとれてないというふうに思いますけれども、そ

こには限度がございますので、あくまでも一時的な避難所ということで、住民の方には避難をして

いただくということをお願いするしかなかろうというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） 私はですね、やってないんじゃなくて、やはりこれ、県のほうも先程来か

ら言っておりますように、やはりその避難した人のよりよくですね、やはりその健康面もこう考え

てるわけですから、町としてもですね、やはりそれなりの対策を今後考えていく必要があるんじゃ

ないですかっていうことだけ、申しといておきたいと思います。次にですね。仮設住宅の関係にな

ります。これについては台帳の整理だとか、確保に努めてるっていう、壇上のお話がありましたけ

ども、具体的な事例として、こういったところがあるとかっていうことを挙げていただけることは

可能でしょうか。 

○議長（堤 豊君） 防災課長。 

○防災課長（真野隆弘君） 一応、町内での避難場所につきましては、一応４箇所ですね、この敷

地として下、台帳管理しております。宇久須地区では賀茂小学校のグラウンド、安良里地区で

は、旧安良里小学校のグラウンド、田子地区では、旧田子中学校グラウンド、または田子漁協の

埋立地、仁科地区では仁科漁協埋立地という形で、敷地の一部確保はしておりますが、一応災害

がいろんな作業がありますので、とりあえず今この４地区でこのような形で用地を確保してると

いう状況でございます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。今の場所はですね、どこも津波浸水域内ですよね。私の仮設住宅の

設置用地ってのは、津波浸水域外、高台等を考えてるかと思いますけども、そういった考えでは

ないんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 防災課長。 

○防災課長（真野隆弘君） 一応、先ほど申し上げた場所につきましては、地震津波だけではなく

てですね、風水害もあります。その中で、先ほどの候補地がいいだろうということで選定してお

ります。先ほど言われた、津波浸水区域内ということでありますが、賀茂小学校は区域外ですの

で、ほかの地区については確かに、区域内です。実際に津波が、大規模な津波があって、その土

地が利用できないということであれば、ほかにも、空き地がそれぞれ考えられます。通知のほう

は候補地としては、町は考えておりますが、また用地については、個人の土地とかいろいろとご
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ざいますので、そちらについては今後ですね用地の確保に向けて別途検討をしていきたいと考え

ております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。町内もですね、いろいろこう当たっていただきたいんですけども、

これも松崎町の話なんですけども、松崎町の場合はですね、下田市と協議をしまして下田市の土

地を借りるような段取りをしているということでありますけども、西伊豆町においてもですね、

公益的なその協定等を結ぶというような考えはお持ちになってないでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） これはですね、いろいろな考え方があると思います。協定が結べるんであ

れば結ぶことは有効だというふうに思いますけれども、先ほど議員は、一時避難所でも土砂災害

の警戒区域だと駄目だということになると、仮設住宅も当然そんなところに建てることはできま

せんので、西伊豆町内には建てることはできないだろうと。下田市さんと協定結んだときに、下

田市さんがそういったものに分類しない土地を提供していただけるんであればいいのかもしれま

せんけども、そういったものもですね、踏まえて協議をする必要はあろうかというふうに思いま

す。ただ西伊豆町内としてですね、やはりこの建設予定地を確保するについても、いろいろそう

いった土砂災害警戒区域、浸水区域内、考慮しなければいけないところがたくさんございます。

またそれを全てクリアした平場というのはですね、学校の建設のときにですね、皆さんにもお諮

りしたように、ほとんど西伊豆町内には平らないい土地がないわけですから、確保に苦慮してい

るということで、ご理解を願えればというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。状況は分かりました。それでは続いて２番目のですね、認定こども園

について質問させていただきます。こちらの私のスタンスはですね、安全な場所に一刻も早く建設

してほしいということの質問であります。まずその町長の考え方についてという前にちょっと前

段のお話をさせていただきます。それぞれ両園ではですね、災害に備えて毎月１回避難訓練を実施

しているとのことです。これについて、災害発生時には先生方も必死になって子供たちを高台に導

いてくれることと思います。しかしですね、万が一１人でも取り残された子供や職員がいた場合、

責任を問われかねる可能性もあります。また、仮に傍から責任を問われなくても、先生方自身が自

責の念にかられることもあると思います。園で預かっている中で、津波により１人でも子供や職員

の命を落とすことはあってはならないと思うし、先生方の残りの人生をつらいものにしてはいけ

ないとも思います。そういった意味で、私は絶対に垂直避難をしなくても済む津波浸水域外に、建
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設するべきだというのが私の考えであります。町長はこれまでですね、一切自分の考えを示さず、

ワークショップや文教施設等の整備委員会に方向性を決めていただくと言っておりましたけども、

町長の考え方が、先ほど壇上での考えはありましたけども、一般の方にですね、今までは伝わって

いないと思いますけども、今後先ほどの男女の考え方は、例えば文教施設整備委員会等の開催にあ

たって、発言していくっていうふうに捉えてよろしいんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 今、浅賀議員のおっしゃった言葉はですね、ぐすぐすと突き刺さってきま

すけれども、私は就任以来、浅賀議員が当初述べたような気持ちでずっとやってきました。ただ、

いろいろな障壁があって、２転３転せざるを得なくなって、町の決めた方針に対してはですね、相

当な批判を受けたというふうに思っておりますので、白紙に撤回をしてワークショップで今ご議

論を頂いているというふうに思っております。ですから私は就任以来ですね、ずっと議員がおっし

ゃったように、垂直避難をしなくてもいい施設で作らせてほしいということを訴えておりますの

で、今さら町長がそういうことを言わないっていうことを言うと、とても心外でなりません。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。町長はですね、結果的に今までの発言を撤回したということになる

と思います。私は言わないで、方向性を決めていただくって言ったもんですから、その方向性を

決めていただくためにもですね、ガイドラインというか、最低ここだけはお願いしますっていう

ことの中でですね、お任せするべきだと私は思います。それから、今まで指定されたっていうこ

とは、進め方の指定であって、そこを選定したことに対して、先川地区の農地についてはありま

したけども、別にそういったことの指定じゃなくてですね、やっぱり先ほどの繰り返しになりま

すけども、進め方の指定であって、何ら町としての責任としてですね、やはり子供の命を守るた

めには、やっぱりこう、ぜひともこういうことは最低でも守ってくださいっていうのは、やはり

言うべきだと思いますけども違いますか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員が言うことがですね、違うとか違わないとかという立場には私はあり

ませんのでそれは申し上げませんけれども、町の方針としてはずっと同じことを一貫して述べて

おりますのでそのことをですね、ご理解頂けない状態でワークショップはやられていないという

ふうに私は思います。ただ、ワークショップの中でもですね、別に浸水区域内に建てて何が悪い

んだということをおっしゃる方も当然いらっしゃるわけですから私たちは、広く住民の意見を聞

くようにということをですね、いろいろ文教施設整備の説明会のときにですね、言われた経緯が
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ございますので、今回幅広く意見を聞けるようにワークショップというものを設けております。

ですから、ここに私の私情は挟まないほうがよろしかろうということで、方針などについてはで

すね、皆さんにご議論くださいということで申し上げておりますので別に私が思ってることが伝

わっていないというふうには思っておりませんし、逆に伝えることによって、また町のほうで何

か物事を先導するのかということになっても困りますので、申し上げてないという状況でござい

ます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。これまでの町長はですね、やはりその子供預かる立場として子供の

命を絶対守るんだって、そういう姿勢を今まで言ってきたわけです。私はそれ大賛成なんですけど

も、そういったことがですね、今はやはり聞かれなくなったっていうのは残念に思います。これは

あくまでも意見であります。続いて、認定こども園の移転時期の目安ということでお伺いします。

一つ目安を設けるメリットとしてですね、町としては、責任感をより強くして進める意欲につなが

ると思います。また10月の臨時議会において、子供園の設備修繕に対する補正予算も提出されまし

たが、両方の園ともですね、建物や付属設備、それから遊具等の大変老朽化が進んでいる状況です

ので、今後もいろんな修繕が必要となると思いますが、建設時期をある程度の目安を設けることに

よって、計画的な管理ができて、経費削減を図ることができると思いますので、そういった意味で

もある程度の目安をですね、設けるべきだと思いますけどもいかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 物事が進んでいないのに日程的な目安を言うことはできません。もうそも

そも場所が決まってないわけですから、決まってから早くても２年ということで壇上では答弁さ

せていただきましたけれども、決まってないのに私がまた教えを言うとですね、またそこでいろい

ろな軋轢が生まれますから、その辺はよくご理解をしていただきたいと思います。当初の計画で議

会のほうの否決が２回ありましたけども、あれがなければもう来年の４月には開校なんですよ。で

すからそういうことも踏まえた上でご質問頂ければと思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） 建設地が決まってから２年は要するということは先ほど壇上の答弁の中で

分かりました。この中でいかに早く進めるかっていうことは、その建設地を決定する期間をいかに

短縮させるかだと思います。そういった意味で先ほど、ワークショップに関して壇上では、認定こ

ども園については協議は終了するっていう答弁でしたので、認定こども園について、早くですね、
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文教施設整備委員会を開催して、議会の決定を急ぐべきだと思いますけども、この辺の考え方はい

かがですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 私が聞いてる限りですと、ワークショップでは１案には絞り込めなかった

というふうに聞いておりますので、その案をですね、町のほうで勝手に１案に絞ることはできま

せん。ですから文教施設整備委員会をお諮りをしてですね、なるべくであれば一つにまとめてい

ただきたいということでお願いをしたいというふうに思います。委員会の進め方については、先

ほど壇上でも申し上げましたように、一刻も早く場所が決まるように、お願いをしたいと申し上

げたところでございます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君 

○２番（浅賀元希君） はい。答申の中でですね、今町長は１個に絞ってほしいっていうようなニ

ュアンスでしたけども、私はですね、これは１個に絞るべきではないという考えです。というの

はですね、最終的に議会のほうで議決しなければなりませんけれども、仮に１個の場合、否決さ

れた場合、それまでのですね関係者の方の議論や時間が無駄になるだけじゃなくてですね、また

認定こども園の問題が進まなくなります。それを防ぐためにですね、私は進め方としては、答申

はあくまでも数個、複数の候補地を出していただいて、その先にですね、議会全員協議会で協議

の上絞り込んで、最終的な議会に諮るべきだ、そういった進め方がいいんじゃないかなと思いま

すけども、これに対してはいかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） その辺はですね、浅賀議員の一つのご意見としてお伺いをさせていただけ

ればというふうに思います。逆を言うとですね、議会に２案を示すとはどういうことなんだと。ど

うやってこれをですね、議論するんだっていうことを、もしかしたらおっしゃる方もいるかもしれ

ません。逆に、議会の中で場所を決めたいということであれば、別に議会のほうで常任委員会、当

然二つあるわけですから、文教は第１が所管になりますんで、そこで全議員を集めてですね、今ま

でのこのワークショップのご議論などを聞いた中で、また今まで当局がですね、ルール説明してる

かと思います。場所の地盤とか、広さとか、いろんなものをお示ししてきたかと思いますんで、別

に文教施設整備委員会のお答え云々ではなく、議会としてはここがいいんではないかということ

を出していただいてもよろしいんではなかろうかと。あえて当局のほうからですね、文教施設整備

委員会から出たものだけを諮らなくても、そういったことは行えるんではなかろうかというふう

に思いますんで、もし、適切な場所があるんであれば、議会のほうで煮詰めていただいて、１案で
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当局に意見書でもよろしいですけども、出していただくことも可能ではなかろうかというふうに

思います。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） 議会のほうでですね、全く新しいものを出すんじゃなくて、やはりこれま

でワークショップですとか、これからも文教施設整備委員会等で、本当にさっきも言いましたけど

も、それぞれ自分の時間を割いて一生懸命こう討論して議論してきていただいた話ですので、それ

を踏まえた中で、やはり議会としてやっぱり判断すべきだというのが私の考えであります。そうい

った意味で、それを尊重するためには、複数の候補地がいいんじゃないかっていう、私の考えです

けどもいかがですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） ですから私が言ってるのは、新しいものを出してほしいということを言っ

てるわけではないんです。既にワークショップは終わっておりますし、複数の方が傍聴にも行かれ

ておりますので、中身についてはよくよくご理解は頂いているものというふうに思います。公開さ

れてますから、以前の白紙に戻す前の町の案についてもですね、いろいろな候補地を挙げて絞った

という経緯については、浅賀議員ももう２年半以上議員をやっておりますんで、内容についてはよ

く承知をされておると思いますんで、あえて文教施設整備委員会のほうで、１に絞らず２とか３を

上げるんではなくてですね、今までの議論の中身を踏まえて、議会としてここはどうだという１案

を出されてもよろしいんではないでしょうかということを私は申し上げたものでございます。で

すから文教施設整備委員会のほうに、２案を出しなさいとか３案を出しなさいとかっていうよう

なことをしなくてもですね、議会としてできる対応はあるんではなかろうかということで、お答え

をさせていただいたものでございます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） それではですね、⑤のところの東海地震東南海地震以外での津波警報が出

た場合ということで、これはですね、まさに、この間の土曜日の夜中にあった、ああいったことを

想定しました。この間の場合は注意報でしたけども、あれが警報で認定こども園で子供たちを預か

ってるときの対策としてどんなものがあるかということで、先ほど壇上ではですね、マニュアルを

つくってありまして高台に避難して、保護者に緊急連絡を行い安全を確保をした上で、引渡しを行

うということですけども、そのほかのですね、対策として現状では伊豆海認定こども園は忠魂塔広

場、それから仁科こども園では園舎の屋上に避難場所となっていますが、これがですね、先程来か
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ら言ってる雨や風の日に、小さな子供たちが外で過ごすことは大変だと思いますけども、こういっ

た対策はとれているんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 対策がとれているかいないかと言われればとれておりません。当然、屋上

でございますので屋根はありません。忠魂塔については、たしかテントがありますので、それは雨

が降っていたときには広げていただければというふうに思いますが、逆に風が吹いているときで

雨が降っていると、テントは飛ばされるという可能性もございます。で、そういったことがありま

すんで、垂直避難すらしなくていいような高いところにですね、園また小中学校については建設を

したいということで、町は取り組んできたものでございますので、なるべく新しいものについても

そういったものが私は、望ましいというふうに思っております。ただ、先日の注意報については、

これが日曜日だったんで、そういった対応をとりませんでしたけども、平日の日中お子様をお預か

りしているときに、仮になった場合はですね、時間的余裕がある場合には、移動することが可能に

なります。そういったときには、小学校の３階をお借りするとかですね、そういったことも今後考

えられるんではなかろうかというふうに思いますので、そこは今後、認定こども園などとしっかり

と協議をさせていただいて、ケースバイケースで対応したいというふうに思います。また時間的に

余裕があるときには、保護者に引渡しをするということも引渡し訓練を常日頃行っておりますん

で、そういったものでも対応できるのかなというふうには考えております。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） すいません、教育委員会事務局から、今の答弁について何か補足はありま

せん。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） はい。仁科小学校を間借りするというお話がございました。

これについては今年度ですね、認定こども園のほうでそういった避難訓練をやってみようという

ことで、今検討しているところでございます。それから、伊豆海認定こども園につきましてはです

ね、田子神社の中に入るということを承知していただいているということでございます。そして、

そうした場合のほうはですね、備蓄品も同じところにあるということで、動かないほうが無難であ

ろうというのが、考え方の一つあろうかと思います。以上です。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 
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○２番（浅賀元希君） はい、仁科こども園のほうもですね、屋上にシートだとかそういったこと

で、雨受け対策ができてるっていうようなお話を聞きましたし、私も実際に見てきましたけども教

育委員会事務局は、その辺は把握しておりませんか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） こちらは園からもですね、どういったものを備蓄している

という資料を頂いておりますので、今のところを人数分の備蓄品というのは確保されているとい

うふうに捉えています。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。あの、その他の対策としてですね、私が懸念したことは食べ物関係で

すね、通常の子供たちの非常食以外に、例えば、乳幼児のミルクですとか、それから離乳食、それ

からアレルギーを持ったお子様もいらっしゃるということでそれに対する食品、トイレ関係では、

非常用のトイレのほかに紙おむつ等も必要だと思いますが、その辺の対策についてはどうなって

るのかお分かりでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） はい。ミルクにつきましてはですね、現在対象児童がいな

いということで備蓄品の中には入っていないというふうに伺っております。それから、おむつとか

にはですね、備蓄品の中にしっかりと保管されておりますので大丈夫だと。それからアレルギー児

につきましてはですね、家庭から持参していただいて園で保管しているという状況でございます。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。そのほかですね、議会事務局のほう、すいません失礼しました。教育

委員会事務局のほうに、園のほうからですね、何か要望等は入っておりませんか。防災対策に対し

て。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） 今のところ直接そういったものは私のほうには来ておりま

せん。 

○議長（堤 豊君） 浅賀元希君。 

○２番（浅賀元希君） はい。質問は以上で終わりますけども、今回のですね、認定こども園につい

て答弁は私自身両方の園長さんとお話をさせていただいたり、現場を見させていただきましたの

で、認定こども園の先生方が一生懸命日頃訓練をしたり、非常時への備えを綿密に行っていただい

ていることは理解できました。ただ、これも行政に対して繰り返しになりますけども、１日も早く
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保護者を安心させるとともに、先生方の負担を軽減させることができる、安全な場所に新たなこど

も園を建設していただきたいということをお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（堤 豊君） ２番、浅賀元希君の一般質問が終わりました。 

  暫時休憩します。再開は午後１時からとします。 

 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

 

 

      ◇ ９番 堤  和 夫 君 

○議長（堤 豊君）  休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  通告３番、堤和夫君。 

  ９番、堤和夫君。 

〔９番 堤和夫君登壇〕 

○９番（堤 和夫君） それでは、議長のお許しが出ましたので、壇上より一般質問を行います。 

   私の今回の一般質問は、３件でございます。１、国県町道の管理について、２、仁科川河川の親

水公園の管理について、３、日経採石場跡、跡地緑化についての、この３点でございます。 

  それでは、通告書に沿って質問いたします。①国県町道の管理について（１）草刈り、剪定につ

いて。国県町道の草刈り、剪定については、実施する時期が、草の丈に対して遅いように感じるが

町長の考えは。また、シルバー人材センターが実施したところはきれいになっているが、間の県が

管理する箇所で、草刈りがしてない箇所が多々散見される。同一箇所の草刈りは、１度に行い効率

を上げるべきだと考えるが、町長の考えを伺います。 

  （２）道に被さっている木々の切断・除伐について。道に被さっている木々の切断、除伐につい

ては、防災上の観点からも早急に行わなければならない。特に、電柱を覆っている木々や、町県道

の狭い箇所では、バスやトラックが木々に当たるので、センターラインからはみ出しているのはよ

く見かける。木々の切断、除伐の促進は考えているのかを伺います。 

  （３）崩落して崩落・落石している道路の修理について。崩落落石している道路に関しては町の

立入禁止の看板がよく目につくが、なかなか改善されない。期限を定めて町民に告知し、安全な道

路にしていただきたいが、町長の考えを伺います。 
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  （４）路肩の白線の管理について。道路の路肩の白線が消えている箇所や薄くなっている箇所が

多々見受けられるが、今日の自動車は、白線を感知する機能を搭載した車が多い。交通安全のため

にも、路肩の白線はきちんと管理したほうがよいと考えるが町長の考えを伺います。 

  ２、仁科川河川の親水公園の管理について。（１）中区寺川親水公園の管理について。中区寺川

親水公園は、草刈り作業をやらなくなって久しい。親水公園とは名ばかりで、もう少し手を入れた

ほうが良いのではと考えるが、町長の考えを伺います。（２）一色区堀坂町内会広川原親水公園の

管理について。一色区堀坂町内会広川原親水公園は、現在残土置場となっている。県管理なので、

町は何も言えないのかもしれないが、せめて、いつまで残土を置くのか、町内会に説明があっても

良いと思うが、町長の考えを伺います。 

  ３、日軽採石場跡地緑化について。（１）残置森林等の維持管理協定書締結について。(株)日軽

興業と一色区(一色町内会)と静岡県賀茂農林事務所と西伊豆町４者で締結された残置森林法は、

令和５年６月28日に（株）日軽興業、野村専務取締役の出席を仰いで、今後の採石跡地の緑化問題

について、話合いが開催されました。それによると、会社側は緑化は済んでいて、残置森林等の維

持管理協定書はもう締結しないとのことでした。協定書の第９条で（株）日軽興業は、この協定の

期間が終了したときは、静岡県賀茂農林事務所、西伊豆町、一色区と協議して、この協定の内容に

準じた協定を締結するように努めるとありますが、西伊豆町の立場はどうなっているのか、町長に

伺います。 

  （２）一色町内会の旧山道（赤線）について。採石で山を削ったため、昔、通っていた山道がな

くなってしまった。一色町内会の山に行くには、（株）日軽興業の私有地を通らなければならなく

なったが、（株）日軽興業は通さないと言っています。残置森林等の維持管理にそぐわないと考え

ますが、町長の考えを伺います。 

  以上、壇上での質問を終わります。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

〔町長 星野淨晋君登壇〕 

○町長（星野淨晋君） それでは、堤議員の一般質問にお答えをさせていただきます。まず大きな

１点目の国県町道の管理について。（１）草刈り剪定についてでございますが、こちらについては

国県道の管理は、県の担当でございますので町のほうからは草刈りをお願いする以外に方法がご

ざいません。町道に関しましては、就任後、土木作業員を増やし対応はしておりますが、地域要望

なども高齢化や担い手不足のため、本来地区で行っていたものを町に依頼されることが多くなっ

ているため、そちらの対応もしておりますので、手が回らない状況でございます。あまりにも見苦
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しい状況になってしまった場合につきましては、シルバー人材センターさんにもお願いをして、草

刈りや清掃活動は行っております。 

  次に（２）の道に被さっている木々の切断・除去についてでございますが、国県の取扱いにつ

きましては（１）と同じでございます。町道に関しましては、既に順次危険箇所を優先的に実施し

ております。 

  （３）の崩落・落石している道路の修理については、今後も適切に完了していきたいと考えてお

ります。 

  （４）の路肩の白線の管理についてでございますが、道路全体の整備に関し、優先順位の高い業

務を先に片付けたいと思っております。 

  次に大きな質問の２点目、仁科川河川の親水公園の管理についての（１）中区寺川親水公園の

管理につきましては、仁科川の管理は県になりますので、県に対し適切に管理するよう申し伝えま

す。 

  （２）の一色区堀坂町内会、広河原親水公園の管理につきましては、（１）と同様でございます

ので、県に対して適切に管理するよう申し上げます。また、現在二つに分けて盛土してある土砂に

ついては、上流側のものについては雲見の災害土砂を仮置きしてあり、令和６年度の他工事で流用

する予定のため、片付くのは令和６年度中になる見込みというふうに伺っております。また下流の

ものにつきましては、12月から着工する仁科川の仮設工事に使用する予定で、令和５年度中には片

付く予定と伺っております。 

  次に、大きな３点目の日経採石場跡地の緑化についての（１）残置森林等の維持管理協定、管

理協定書締結については、私のところに来ている情報でございますけれども、一色町内会の環境保

全協議会で、この問題はもうこれで終わりにしたいということの採決を行い、賛成多数で終了した

と報告が上がっているため、一色町内会としての統一見解を重視し、町としても、この間、この件

に関しては終結したものと考えております。 

  次に（２）の一色町内会の旧山道（赤線）についてでございますが、こちらについては、昔あっ

たと思われる鉱山側からの山道は公図上、一色町内会の植林地に接続をしておりません。私有地を

通行しないでほしいということを、地権者が主張されるのであれば致し方ないと思います。ただ、

森林管理の維持管理については、県道の斎場より少し下から登る道がございますので、そちらをご

利用頂ければと思います。 

  以上壇上での答弁を終わります。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 



- 45 - 

○９番（堤 和夫君） １番目の質問ですけど、町長の答弁。町道の草刈りの選定については実

施。 

○議長（堤 豊君） 声が、すいませんマイクの近くにお願いします。 

○９番（堤 和夫君） 実施する時期が。 

○議長（堤 豊君） 立ってください、すみません。 

○９番（堤 和夫君） これ、立つべきことじゃなくて、私の一般質問に答えてないでしょ、町長

が。答え。草の丈に対して遅いように感じるが、町長の考えが、言ってないじゃないですか。だか

ら座って言ってるがですよ。再質問じゃないでしょ、まだ。町長の答弁をちゃんと引き出して、言

ってくださいよ。 

○議長（堤 豊君） 失礼しました。町長。 

○町長（星野淨晋君） はい、その件につきましては、壇上で明確にお答えをさせていただいてお

ります。国県道の管理は県の担当でございますので、町のほうからは草刈りをお願いする以外に方

法はございません。以上です。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） そんなこと分かってますよ、町長。あなたのね。毎日宇久須から、役場に通

勤してるわけじゃないですか、ね。草の丈草が大きくなってんのに、やってない。そういうふうに

なっているけど、どういうふうに、そんな草ぼうぼう、そんな竹が高くなってる、それをどういう

ふうにあなたは感じてるんですか。それを聞いてるんですよ。国県のあれなんか、聞いてませんよ。

あなたのどういうふうに感じるって言うんですかって聞いてんじゃない。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 当然、県のほうは景観などについて、町に指導する立場でございますので、

私たちは観光地としてそぐわないというふうに思っておりますので、円卓会議、また県に要望する

機会には随時、国県道の草刈りをしてくださいというお願いをしております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 私もね、２か月にいっぺん病気の関係で行ってるわけですけども、国のあ

れを県道、国道見てるわけですけどね。草の丈が大きくなってからやっているんで、もっとですね、

早めにですね、草刈りをやれば、きれいな観光地でいれると思うんですけど、その辺はどうなんで

すか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 
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○町長（星野淨晋君） はい。月にですね、一度程度の形でやっていただければ、議員がおっしゃる

ように、きれいな状態が保てるんだろうというふうには思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） ですから、そういうふうに思うんだったら早くやろうというふうに思わな

いんですか。だから国や県に対して、もう少し早く草刈りをやっていただきたいというような、要

望は出さないんでしょうか。その辺を要望していただきたいと思いますが、どうですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） そのことについては、先ほども答弁させていただきましたが、円卓会議も

含めて県の方と会うときには草が伸びておりますので刈ってくださいというお願いは縷々してご

ざいます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） まあその、視点が違うのでね、質問してることに結局、県と国のでやって

いることだからっていう、大前提があるんでね。なかなか私の思っていることが伝わってないみた

いですけどね。ちょっと前まで１０月まで、ヤブカラシ、ヤブカラシっていうあれは、町長分かり

ますかね、雑草は、ヤブカラシはですね、路肩の生け垣に絡んでいましてですね。私が病院から帰

ってくる間に、これはちょっと、観光地としてはみっともないなあと思っていたんですけども、ヤ

ブカラシがですね路肩の生け垣に絡みつく前にですね、やっていればですね、雑草も大分少なく済

むと思うんですよ。観光地で、やっぱりね、コンクリートじゃ味気ないけども、生け垣が両側にあ

るとですね、本当に優しく、緑のそういう中に、観光地に来たなという、そういう気分になると思

うんですけども、そういう、もうヤブカラシが、上に生け垣の上に行く前にですね、もうそういう

草取りはやったほうがいいと思うんですけども、その辺はどういうふうに感じてますか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） はい。私もやったほうがいいと思います。ただ、県がやってくれないこと

には町のほうでは手が出せないという状況でございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 私は前回もちょっと、全協に病院行ってたもんで、参加できなかったもん

ですけども、去年は、あれですか。国、国県から予算を頂いてないわけですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 国道の管理について、昨年度は、県からお金は頂いておりませ

ん。しかし、11月２日の全員協議会でご説明をさせていただきましたけども、来年度から下田土木
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事務所からお金を頂いて町のほうで、草刈りの頻度を増やすということで、計画を進めているとこ

ろでございます。生け垣の選定についてはですね、昨年度までまちづくり課のほうで所管しており

ましたが今年度から産業建設課で管理をさせていただいております。費用的にも昨年の1.5倍ほど

お金をかけて、草刈りのほうは、ごめんなさい、生け垣の剪定ですね、のほうは今年度はやってい

るという状況です。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それでですね、１番最初の今、宇久須から自動車、役場まで車は走らせてい

ただければ分かるんですけど、両側、非常にきれいになっていてですね、町の花ツワブキなんかも

生け垣の下に見られるわけですよね。花のない時期に、ツワブキが花咲きますんで黄色の可憐な花

が咲いてるわけですけども、そういうようなあれで、今は本当に両側はきれいになってるなと思う

んですけども、10月頃ですか、こう見たときに私がヤブカラシのあれを見たときにですね、シルバ

ー人材センターさんがやったところはきれいになっているんですが、生け垣も頭を揃えて切って

やってきれいになってるんですが途中の県管理のところが草が刈ってなくて、非常にシルバーさ

んがやったところはきれいで、県がやるところはまだ刈ってないからっていうことで、草刈りがし

てないところが多々ある、そういうところをですね、今回そういう円卓会議で話し合うというんで

したら、一緒にやっていただいて、そんな草刈りが残ってて目立つようなところがないようにです

ねしたほうが、町のイメージアップ、いろいろなイメージアップでいろんなことで映画作ったり駅

伝に町長が出たりですね、いろいろなイメージアップがあると思いますけども、私はやっぱりこの

道のきれいなところというのは、非常に観光地として重要なところだと思うんですけども、そうい

うで１度にそういうふうな草刈りはできないんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） はい、国道の除草、県からお金を頂いて町でやるっていうのは

昨年度にもそういう構想をして、当初、今年度当初からそういうふうにしようということだったん

ですけども、昨年度一応話が、その話がなくなってしまいました。しかしながら国道の除草につい

ては、年に1.5回分の予算しか、県のほうで持っていないと、しかし、今年度うちはどうしても、

もっと回数を増やしたいということで、町費で草刈りのほうさせていただいているものになりま

す。で、ゴールデンウィーク前とお盆、お盆前、それから秋の種が飛ぶ前ということで段階的に、

３回草刈りを計画しておりまして、除草の部分、県がやるべき部分については、お盆前は県の予算

で一度県でやっていただきました。しかしながら、秋は、町の予算でやってます。予算の執行上ど

れぐらい、低木剪定に係るどれぐらい除草にかかるっていうのを町が把握するために、一応別々に
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作業をやっていただくっていうことで、今回、シルバーさんに作業していただきまして、種が飛ぶ

前にやってほしいということでこちらから依頼をかけてあったんですが、シルバーさんの都合も

ありまして、ちょっと除草のほうが遅れたというふうに、伺っております。すいません、ちょっと

本当に議員おっしゃるように、同時にできればよかったと思うんですけども、その辺は、手続上の

問題でちょっと延びてしまったということで、大変申し訳ございませんでした。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） そうしますと課長、私の言ってることは、円卓会議ではやればできると、こ

ういうふうな考えでよろしいですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 円卓会議は、先ほど壇上でも答弁しておりますがずっと言ってます。平成

29年の就任以来ずっと言ってますが、なかなか県のほうが予算をくれないんです。私たちは、年２

回とか1.5回では物足りないんで、お金をくれれば２回とか３回に増やしてやりますから、やらせ

てくださいって言ってもやらせてもらえなかったんです。やっと今年、それができるようになりま

したんで、やってますけどもそのぐらい町は県のほうに積極的に言っております。ただ問題はです

ね、県のほうが予算がつかないんですよ。ですから、それも含めて伊豆中央道・修善寺道路の料金

の徴収を伸ばしたいということも、多分いろんなところでおっしゃってたかというふうに思いま

すが、それに対して反対する方もいるわけですから、当然、草刈りをするにはお金がかかりますん

で、どこからか財源を取らなければいけないというものでございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 町長、その問題はね、いろいろな考え方があるわけですよ、私だって延長は

反対ですよ。だって、修善寺道路、大仁道路ね、今年の10月でもう、無料化にするという計画でや

ってたんじゃないですか。だからそれは無料化なんなきゃちょっとおかしいですよ。そりゃあもう、

置いといて。草のね、ただただ課長草刈りをすればいいっていうじゃないですよ。その言ってるこ

とは分かりますけど、種が飛ぶ前にやりたいとか、そういうあれは分かりますよね。最初の草刈り

草取りで草を減らしておけば、種をつける草も減るわけですよね。だから、そういうアメリカセン

ダンだとかね。いろいろありますけども、最初にあれしておけば、草刈りを、重点的にやっておけ

ば、そういうふうな種が飛ぶ、草が少なくなる、こういう考えで草刈りをやられたらいいと思うん

ですけど、どうなんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 
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〇産業建設課長（久保田寿之君） 先ほど申し上げましたように、ゴールデンウイーク前とお盆前

に、当然、伸びないようにというかきれいに除草しております。議員のおっしゃるその種が飛ばな

いように除草するというのはどういう方法なのかちょっと私も存じ上げませんけども、お客様が

来る前までには、きれいにしたいということで作業をさせていただいております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） どうも何か、従来と変わんないようなことをやって、国道が年1.5回分、県

道が１回分しか持ってで少ないと、これを増やしてくださいと。これは毎年、今町長が言ったよう

に要求しているけど、県道国道県道の予算がおりてこないと。だけど、これおりてこないならばや

っぱ町の予算でやらなければならない。これは観光地として町長あれじゃないですか予算も増や

してヤブカラシかなんかが生け垣に這う前にですね、もう１回ぐらいは増やして、きれいにする、

そういう気持ち、そういう心構え、予算とる、そういうことはないんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 先ほども答弁しましたようにそれがあるから今年３回目やったんです。1.5

回から２回しか県はやってくれないんですよ。で、当然お金がかかりますから財源が必要になりま

す。それを確保できなければ、結局その回数は増えないので、私たちは町のほうのお金を出してで

もやってるんです。県のほうがもっとやってくれば町はやらなくて済みます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） だから、それでやってるわけですから、町でやるあれをもっと、そんな草が

伸びてからじゃなくて、早め早めにできないんですかとこういう質問です。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 本来、国県がやるものを間違えるというのはおかしな話じゃないですかね。

本来、国県のやるものですから。それをやらなくて町がやり始めると国県はやらなくなりますよ。

そうすると全部国県道町、ちょうど全部町の持ち出しでやるんですか。やはり、そこは線を引かな

ければいけないというふうに私たちは思っておりますんで、国県のやるべきことはしっかりとや

ってくださいというお願いをしております。足りない部分については町でお金を出してやってい

るという状況です。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 何回も同じあれなんですけどね、生け垣ぐらいやってるだから、来ないか

ら町のお金を持ち出してやってるっていうんでしたら、町のお金でやるところをもっと早くにや
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ったらいかがですかってこう言ってんですけど何かかみ合わないもので、それでですね、じゃあそ

の、草刈りをですね、終了した後の点検作業、こういうことはやっておられるんですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） はい、今年度、国道については、シルバー人材センターさんに除

草していただきました。着前着後の写真を提出していただきまして、我々もあの毎日宇久須まで通

勤してますので、その後草刈りの状況というのを確認して、おります。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） じゃあ点検作業はやられてると。こういうふうに考えてよろしいんですね。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 完成検査という形ではないですけども、随時草刈りを依頼した

箇所についてはですね、確認をしている状況です。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君）  それで、シルバー人材センターさんとか町の業者さんとか分けて県道は、

土砂が崩れてるとこがあるから、土木業者さん、で普通のところ、県道国道、国道ですね、国道、

町はシルバー人材センターさんに頼んで、あとは、町の土木作業員の方も５名いるというわけなん

ですけど、この方たちも忙しいっていうんですけど、この方たちに草刈り草取りというようなこと

は頼めないんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 除草作業だけであれば、建設課作業員、それからシルバー人材

センターさんでいいんですけども、土砂が出た場合ですね、土嚢処理というのもございまして、や

っぱりすごく力が要る作業になります。そういったものを土木業者さんに依頼していると。草刈り

は基本的には、建設課作業員で、町道の草刈りを対応しております。しかしながら、草の繁茂する

時期っていうのは、依頼が殺到します。どうしても、例えば公共施設周りの草刈りをやってくれと

言えばそっちを優先しなきゃならないというようなケースも多々ありまして、建設課でどうして

も草刈りをやってほしい時期にできない場合については、やっぱりシルバーさんに手を借りてや

っているという状況です。しかしながらシルバーさんも、やはり個人の方から草刈りの依頼という

のはその時期に殺到するというふうに聞いておりまして、なかなか繁忙期のそういった調整とい

うのがですね、難しいという状況にはございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 
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○９番（堤 和夫君） 土木作業員の方５名いるということなんですけどね。あまりこう土木作業

員の方がどこやってるかっていうのはよく分からないし、土木作業員の方町で雇っている方には、

何かこう目印のある夕焼けとかそういうものを、制服を着ていただいてですね、町の作業員さんが

やってくれてるっていうようなことで我々にも分かりやすくなるようなこういうようなことはで

きませんか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 可能だと思いますので、そこを検討したいと思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） １番目の質問でもう半分使っちゃうみたいになっちゃうもんで、次いきま

す。道にかぶさっている木ね、これ、これにも町長の考え、木々の切断、除伐の促進は考えている

のかを伺うということなんですがこれ、町長は除伐、木々の切断除伐の促進は考えているととって

いいんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 壇上でも申し上げましたが、国県道の取扱いは（１）と同じでございますの

で、国県に適切に管理するようにお願いをするしか方法はないと思います。町道に関しましては、

順次危険箇所を優先的に実施をしているという状況でございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） でもちょっと、そうは言う言いますけど国権、国の国道も県道もね、我々

の生活に直結してるあれじゃないですか。ですからその辺はね、分けないでやっぱり、道路を、電

線に例えばかぶさっている、木々、そういうものが分かったら、切ってくださいということで国・

県にすぐに、要求したらいいと思うんですけども、登っていただければ分かりますけども、５９号

線伊東西伊豆線なんかもう、結構、電線に木々が被さってますよ。これは、東電かＮＴＴか分かり

ませんけどね。それは、積極的にみたら県に言って、来ていただきたいと思いますがそういうこと

はやられてるんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 先ほど申し上げましたように、国県道の管理は県です。円卓会議の話もし

たと思います。そこで同じように申し上げておりますんで、県がやってくれるかやってくれないか

は、県の予算次第だということになります。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 
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○９番（堤 和夫君） えっとね、じゃあ県、ちょっとね、県国離れて、東電、民間の支援のほう、

例えば東電もあれしてますし電柱は、ＮＴＴも利用してますよね。そういう民間の支援のほうに頼

むというのはできないんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） これについては当然、予算の審議の中でもう既に答弁をしているかという

ふうに思いますけれども、野畑の道路などについては東電さんと町のですね、森林環境譲与税を使

った中のお金などを足して、既に伐倒なり、いろいろなものはやっているというふうに思います。

宇久須のヒューマンビラの道も、確かやるような計画で、議会のほうには報告はしているというふ

うに思いますんで、やってないわけではなくてやれるところから順次、民間の力も借りてやってい

ます。 

○議長（堤 豊君） 質問中ですが、暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４０分 

再開 午後 １時４７分 

 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） じゃあ３番にいきます。町長の答弁は、適切、適切に管理していくという答

弁でしたけども、適切ではないので、一般質問してるわけですけども、堀坂町内会に入る手前の山

がですね、やっぱり落石があったので鉄管で山側に近づかないようにしていますけど、ここを山肌

コンクリートで覆っているんですが木が生育していつ崩れてもおかしくないっていうことなんで

すけども、この辺の改良工事は県に要望しているんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） ごめんなさい、ちょっと場所よく聞き取れなかったんでもう一

度場所の説明をお願いしたいと思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） こっちから行くと、白川町内会に入る手前の山側だから旧堤建設堤建設じ

ゃなかったっけか、あそこは祢宜の畑の堤君がやってた。あれに売ったよね。どっか東京か神奈川

の人に売った。あそこの山側全部がコンクリートで覆われてるわけだけど、もう木々が生えちゃっ
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て上から落石があって、鉄管でやってあるんだけどカーブの手前だからあそこを避けて道路を膨

らんでくると、こっち側がカーブだから結構ぶつかるそこのとこです。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 静岡県さんもコンクリートの吹きつけ法面の定期点検というの

をやっておりまして、昨年度ですかね、一色と堀坂の間のカーブの所の法面は補修をしました。今

おっしゃってるのは、堀坂と岩谷戸の間のあのカーブのところについても、その点検で危険箇所だ

よということは県のほうで把握されていて順次やっていくというお話は伺っております。町のほ

うから要望云々ではなく、県事業としてですね計画的にやっていく、いかれるものだというふうに

認識しております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） えっとね、よく聞き取れなかったんだけど、結局じゃあそこは今時点じゃ

町は県に要望しないってこと。県がそういうあれを調べてるっていう、あそこね、もうなに、水を

逃がすパイプからすごい木が生えたりして、もうすごい状態になっているよね。だから、あれを切

ってもらいたいんだけど、切りもしないし直しもしないし、そのままずっとほったらかしてあるん

だけど、その辺はどうなんですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 県が危険箇所を把握していなくて、町のほうでここをやってく

れという要望の類いではなく、県が、自主的に点検して、ここは危険だということで把握されてバ

リケードを置いてあるものです。なので静岡県のほうで計画的に、これからやって工事をさしてい

くものだというふうに認識しております。そこを何て言いますかね、再度、早くやってくれってこ

とで町のほうで要望を上げるということは可能だと思いますけども、もう一度ちょっと施工計画

みたいなものは、静岡県に問合せしてみたいと思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それ早くやってくれっていう要望が出来るんでしたら県に要望してくださ

い。一つ、それじゃあ町道に関しても、うん。例挙げたいんですけど、町道白川線の崩落、あれも

三角が置いてあってもう久しいんですよね。これ、建設課長よく分かってると思うんですけど、大

水でしたから崩落したところですけども、あそこはでも私見に行って岩盤なんですよね。岩盤です

ので、もう、三角の木のあれ、あれなんていうんですか。三角のね、あれ置いてあるそこまでもう

ガードレール、やっちゃって狭い道になりますけど、安全の部分まで、ガードレールをやっちゃっ
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て町道狭くしたらどうですか、ずっとあのままでね。いるんですけどね風水害でやったときから、

それはどうなんですか。そういうふうなことはできないんですか、下あれ岩盤ですよね、道路ね。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） はい、あの岩盤の上に石を積んで石積みにしてですね、道路が

できているという構造なんですが、少し前その岩盤に入っていた木が大きくなって川側に倒れた

と。現状見ますと、岩盤の部分がオーバーしてるんですよ。なので、やはりそこは、工事すべきだ

ろうというふうに今結論づけております。ちょうど白川の川と町道の境目で起こった、崩落であり

まして、どこまで県でどこまで町だっていうの協議をしたわけですけども、道路の法面とみなされ

る部分については、やっぱり町でやってくれという話になりまして、来年度の予算で、そこは計上

させていただく予定でおります。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） はい。それではですね路肩の白線これは、県が一生懸命予算を2023年で、

緊急交通安全対策事業費としてこれ10億円、計上して白い白線を引いてんですけども、これはご存

じでしたか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 予算規模についてはちょっと存じ上げなかったんですけど、白

線を国道・県道を引き直すっていうことは、引き直しているということは、認識をしております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 町道は、引いてあるところもあるし引いてないとこもあるんですけども、

町道の白線の考え方はどういう考え方をしておりますか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 壇上でもですね、答弁させていただいたんですけども、道路全体の整備に

関してですね、優先順位の高いものを先にやりたいと私たちからすると、同じ予算があるんであれ

ば線を引くよりは先ほどの草刈りであるとか、支障木を切るとかですね、そういうことをやったほ

うが住民のためになるんだろうというふうに思っておりますんで、全部が終わって白線を引くん

であれば、いいんでしょうけれども、そういったものが残ってるのにですね、白線のほうを優先す

るということはありません。ですので、これについては優先順位は相当、低いんではないのかなと

いうふうには思っております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 
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○９番（堤 和夫君） これ質問したのはその自動車の、向上しているということと、県が22年、３

年度で10億円を計上したというニュースがあったもんで、そういうものを利用すれば一色町内会

はちなみに白線、引き直してくれてですね、きれいな白線になってます。それでは、次の仁科川中

区寺川親水公園の管理、これ県のあれですから、町長、何も言えないのかもしれませんけれどもで

すね。これ、今課長海名野橋から上の土手だけですけども、草刈りが入ってるんですけど、私が通

告書を出した出してからそこの草刈りが始まったんですけども、これは県の管轄ですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） ごめんなさい、ちょっとその件は私は承知しておりませんでし

た。県は、河川内の草刈りの予算というのを持ってないですね。なので、やってるとすれば町のほ

うか中区の有志でやっていただけるか、どちらかというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それ課長、おかしいじゃないですか。だって築地橋から下は、もう西伊豆

病院の前まで草刈り終わってるじゃないですか。それで、そこが終わったから、海名野橋から上に

来たんじゃないんですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 築地橋から下については、浚渫の工事の準備で草刈りをやった

んではなかろうかというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 課長、ちょっと明確な答えを出してくださいよ。それじゃ、寺川から、海名

野橋から上の土手を刈りだしたのはどこがやってるんですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 先ほど申し上げましたように、ちょっと承知をしておりません

ので、では後ほど調べて誰がやってるか聞いて回答したいと思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 次の２番目の堀坂のほうですけどもこれ先ほど、町長が答弁で詳しく言っ

てくれたんですけど、こういうことをですね、町長やる前に、堀坂町内会長のほう、例えば一色区

長なり、堀坂町内会長に、こういうことで残土を今何ですか、松崎の、雲見のあれが来てるとか、

貸してくれとか令和６年で全部、きれいにするとか、そういうことは、使用する前に、県の持ち物

だからとして、町内会長、堀坂の町内会長とかには、通知しないんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 
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○町長（星野淨晋君） 県のやってることに対してですね、町に通知をしないのかというふうに言

われても、私たちは存じのところで行われている話でございますので、分からないわけですよ。先

ほどの草刈りもそうですけども、県のことは県に聞いてもらわないと私たちは困るわけです。議員

から質問の通告が出れば、当然私たち県に聞かなければいけません。でも議員が直接聞くこともで

きると思うんです。県は、私たちにこれを言わなければいけないという義務がなければ、多分町の

ほうには情報は落としてこないので、そういったものについて堀坂町内会に説明をしろというこ

とであれば、議員が県のほうに言って、町内会にはそういうことは伝えてあるのかということを言

っていただければというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 先ほどそれじゃ、町長は壇上で答えてくれた、それはどういうふうな過程

で情報を得たわけですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員から通告が来ましたので、担当課が県のほうにどうなってるんだとい

うことで問合せをしたというものでございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） ですからね。私が通告したから調べました、じゃなくて、置くときにですね

え、こういうあれですから置かせてくださいって、それは県の持ち物だからあれかも知れませんけ

どね。河原にね、県はね、川をきれいになんていうね、看板立ててるんですよ、堀坂の。そこのと

ころに親水公園とかに、自分たちでね、残土を置いて景観を見にくくしてるんで、これちょっとお

かしいじゃないですか。これ町長は県に強く言えないんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 私を別にかえす必要はないと思うんですよ。そもそも県が県の場所に、県

の事業でやってるわけですね。西伊豆町の工事で、そこに置かせてくださいって言って県にお願い

をして、堀坂さんにもちょっとご協力頂きたいとかっていうんであれば説明する責任とかあるの

かもしれませんけども、先ほど壇上で申し上げましたように、上流側は雲見の災害ですからこれ当

然、県の仕事です。県の仕事で県の管理する河川に親水公園ですね、物が置いてあるわけですから、

町は一切介在しないわけですよ。ですから、その情報すらないわけですよ。ですから強く言えない

のかと言われれば、そういうご意見がありましたということは申し上げることはできますが、別に

これは直接議員が県のほうに、いうこともできるわけですから、そうですよね。ですので、あえて

私を返す必要はないというふうに思います。 
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○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） そうやってね、町長はもう一つのことが受けるとそれは県だからそれは国

だからってね、逃げちゃうんですよね。僕ら言われるわけですよ。そこにね、残土が置いてある、

何で残土が置いてあるんだと。いつ撤去するんだと、先ほど町長が言われました議員が聞きにいっ

てもいいんじゃないですかと。うん。それはいいですよ。私だっていきますよ。だけどね、置く時

にね。そういう、直接関係がある堀坂の町内会長なりに、一言、置くよって言ったほうが世の中う

まく回りますよ。批判は私が受け止めますけどね。何で置くんだって、私のとこへ来るわけですか

ら、それはいいですけど、あと１つ寺川親水公園のあれで言い忘れたんですけど、草刈りはじめて

ますけど、今土手までを刈っていて下までを刈ってないんですけども、そういうのも下まで刈って

くださいという要望を、西伊豆町からは出せないんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） そのようなお話も住民からございますので、お話はしておりま

す。しかし、先ほど言ったように、河川内の草刈りの予算というのがつかないので、できないとい

うふうな県の回答でございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それでは、３番目の日軽の採石のほうに移ります。確かにね、賛成多数で一

色の町内会、山見した後、あれを賛否をとりましてですね、賃貸借契約ですね。これは終了したと。

ただ、緑化に関しては日軽さんにもこれからも努力してもらいたいという、こういう、一つの要望

は、出てるわけです。これは４者で話合いしないままですね。４者、４者というのはトップですよ。

日軽興業と一色区と静岡県農林事務所長と西伊豆町長、４者でですね。残置森林等の維持管理協定

書を結んだわけですよね。決をとったところに誰１人トップはいないんですよ。一色町内会として

は、今さら賃貸契約はもう日軽興業が、やらないというんですから、もうそれはもう賃貸契約、更

新は、難しいなというようなことで、皆さん手挙げたと思うんですけど、この緑化ですよ、緑化。

これは、町長も見てもらって、本人が来てないから緑化がどんだけ進んでるかっていうのもわかん

ないと思うんですけども、建設課長が見てるわけですけども、あれで緑化が進んだ、取りあえず皆

さん一色橋からね、見てくださいよ。ひどいもんですよ。結局、犬走りに植栽しなさいっていう、

そういうようなことも何もやってないんで、犬走りからですね、木々なんかが生えてないわけです

よ。ですから、採石したそのまま石肌が見えている。こういう状態なんで、緑化賃貸借契約は済ん

だ。緑化に関しては、もう少しですね、４者で集まって残置森林法の第九条、これに従って、やっ
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ていただきたいと思うんですけども、その辺はもう賃貸借契約が終わったから、もうやらない。こ

んな感じですか。町の立場としては。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 私含めその堤議員も一色区長さんもね、昨年12月からその問題

はずっとやっていて、結局、維持管理協定が法的義務を負わないというか、紳士協定だよと。何で

継続するかどうかっていうのは、日軽さんのほうの意向を調べようと、町も県も、仲介役としてそ

こに入るのはやぶさかではないということで、そういう立場で、日軽さんにずっと交渉してきて、

決定権のある日軽興業の役員の方が来ていただいた際にですね、その辺の意思の確認というのを

堤議員も居る場でですね、お話をして、それは向こうはもう継続できないという明確な回答があっ

たかと思います。しかしながら、一色町内会の現地を見てないということだったので８月20日に現

地を見に行って、それについて、あと、賃貸借の話ですよね。賃貸借契約のお金の支払いという部

分の決を最後に取って一色町内会で了承していただいたというふうに町のほうは認識しておりま

す。 

○議長（堤 豊君） お静かにお願いします。 

  堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） これね、課長はそういうふうに言うけど僕は昨日町内会長、現町内会長に

確認してきた。賃貸借契約は確かに決をとって終わってると。ただ、緑化はしてくださいよという

ことは日軽に言ってますとね。だから、全部が終わらせるんだったら、町長、４者、残置森林運営

等の維持管理協定証を締結した４者が全部集まってね。これで終わりにしたいというようなこと

で、話合いしないとまずいんじゃないの。そっちは、賃貸借契約はそれで議決したから終わってる

けど、緑化のほうは終わってないよ。その辺の考え方おかしい。久保田課長。あなただけじゃん、

西伊豆町の、あなたとあと部下が３人ぐらいいたか。環境課長と、うん。だから、それでもう昨日

電話ではもう全て終わってるみたいな発言があったけどさ。そうじゃないよ。その賃貸借契約は終

わった。ね。増額してもらって、緑化あなたあれで済んでると思ったの。思ってる。一色橋から山

を見て緑化になってるって思ってんの。それちょっと。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） ８月20日という１番草が繁茂する時期に、現地を皆さんに確認

していただいて、私はその場にいる方、現地にいる方に、全員ではないですけど何人かにご意見を

お伺いして、これで、しょうがないなというような、皆さん認識だったんだろうなというふうに、

私はその場で認識をしております。そして最後の決のところですね。残置森林法、残置森林の協定
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も含めて、全てこれで終了するという、ごめんなさい。森林の協定と賃貸借の増、お金の支払いで

すね、それをもろもろ含めて、全てこれで終了するっていうことで、年度末までの賃貸借料の支払

いを応ずるということを条件として終了したと。いうふうに私どもは認識しております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それはね、あなたがね、残地森林等の維持管理協定書にあなたが判子を押

してるんだったらそれだったら、今の意見でも通りますよ。判子を押してるのは星野淨晋君、町長、

星野淨晋町長ですよ。ね。日軽だってね、あのときに、加藤所長しかいなかったでしょう。徳田昭

さん、ね、社長日軽の。星野淨晋さん、西伊豆町長、当時の賀茂農林事務所長。岩谷戸の方で、一

色のことなんか何もわかんない方が判子を押してるだけじゃないですか。だからね、第９条にある

ように、判子を押した方々が、集まって、これで、緑化も進め対策もう進め、全体の日軽の一色の

採石業は、終了します。これが本当の終了でしょう。そうじゃないの。 

○議長（堤 豊君） はい。暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１７分 

再開 午後 ２時２０分 

 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  町長。 

○町長（星野淨晋君） 改めてですね、残置森林等の維持管理協定書、これを見てみますと、第２条

協定の期間、平成３０年７月７日からへ平成これ３５年、令和で直しますと令和５年、今年の７月

３日までということで謳われております。この件については、議員もご承知だというふうに思いま

すんで、あくまでもこの協定書が存在しているのは、令和５年７月３日までということでございま

す。ですので、ここに押している４者の判子の効力についても、当然のことながら法的には令和５

年７月３日までというものになろうかというふうに思います。ただ、第９条におきまして、適正な

管理に努めるということの協議は終了する前にしましょうということが書いてあるだけでござい

まして、議員のおっしゃる、協定書の期限はもう既に終わっているという状況ですから、それが今

あるとかないとかということにおっしゃるとするならば、協定書は、３日で期限が切れているとい

うものでございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 
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○９番（堤 和夫君） そんなことは分かってるんですよ。じゃあ町長言いますよ。町長ね。あなた

ね、昨年12月定例会一般質問の答弁ね、私の一般質問の答弁で、一色町内会と開発業者との土地賃

貸借契約は、緑地化した土地や法面の保全管理が目的なので、双方が納得した形となるまで、継続

することも考えています。町も協議の場に入り、令和５年７月までに詰めていきたいと考えていま

す。こうおっしゃってるんですよ。やりましたかそれ。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員もご承知だというふうに思いますけれども、私も含め産業建設課の職

員、あと議員ほか何名か、一色町内会の方おられて、隣の健康増進センターの二階、保健センター

の会議室でですね、いろいろお話はさせていただいたかというふうに思います。そのときに、議員

もこの交渉のことについてはよくご承知をしておるというふうに思いますし、うちの職員と下田

土木事務所の松崎所長のほうにも行っているというふうに思います。そのときの協議の内容も私

は聞いておりますので、そのとき議員がおっしゃったことも聞いておりますので、私はこの締結が

延期されないということは、議員が象徴していたというふうに思っております。 

○議長（堤 豊君） 静かにしてください。 

  堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） それはもうね町長も出て私も出てね、やってるわけですよ。残置森林法の

９条読んでみてください。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 先ほど申し上げましたように、甲はこの協定の期間が終了したときは、乙

丙及び丁と協議してこの協定の内容を準じた協定を締結するように努め、引き続き、残置森林等の

適正な維持管理に努めるものとすると書かれてございます。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） だから、緑化が進んでないから、緑化するように、４者で、話し合われなか

ったんですか。それは緑化が進んでないということは、一色区長、一色区長からそういう発言はな

かったんですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 一色の区長さんがどういう発言があったかということについて、私は詳細

に記憶はしてございませんが、この締結するように努めという文言のとおり、私たちの担当課も議

員含めですね、一色町内会の方と松崎支所のほうに伺っております。どうしようかということにつ

いては、議員を含めてですね、３者でいろいろ意見は交わしているというふうに思いますし、松崎
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支所の見解も、よくご承知だというふうに思います。下田の賀茂農林にも行ったということは伺っ

ておりまして、賀茂農林との話合い、またですね、話した内容についてもある程度報告は受けてお

りますので、もうこれはしょうがないなと、的なですね、ことで話が進んでいるということは私も

承知をしておりますので、当然期限の７月３日を過ぎればですね、これの締結は行われていないわ

けですから、地域自体がそもそも存在しない、という状態だろうと。それまでの交渉については先

ほど議員がおっしゃったように、12月定例会で私が答弁したようにですね、担当課を派遣して、そ

れがなるべくできるようにするにはどうしたらいいかということは、親身になって相談には受け

ていたというふうに記憶をしております。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） 町長、判子を押した４者の方、残置森林法に、これは集まってもうこの協定

はお終いですっていうような、そういう説明は、一色町内会にはしない。そういうことですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） しないではなく、期限が限られておりますので、そこが切れた時点で、終わ

りということを了解した旨の判子なわけですね。ですから、終わりましたということをあえて４者

が説明にするということは、本来なかろうと、それが契約書だろうというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君。 

○９番（堤 和夫君） これ言っていいかどうかちょっと、公的な場だもんで、憚られることもあ

るんですけども、建設課長は知っていたかどうか知らないんですけども、賃貸借契約は５年毎やっ

てたんですよ。ところが、この前の町内会長のときに、日軽さんのほうから、今まで５年ずつやっ

ていた賃貸借契約を３、２年にしてくれと。こういうことで要望がありまして私の前の、町内会長

はですね、こういうような残置森林法これがあることも知らなかったです。３年にし５年を３年に

しても、次に、すぐ３年間継続して貸借を結んでくれると、こういうふうな説明を受けたもので、

５年から３年にしたんですよ。ね。そしたら、その３年というのは、７月３日だった。期限が。騙

されたわけですよ。２年間、そういうこともあったので、不信感がね、日軽最後終わるとき町長も

ね来ていただいて町内会が追われたときの復帰者のときの、復帰するときの調印式も町長もご足

労願って復帰してるんですけども、そういうようなね、町内会終わるみたいなことをしといてです

ね。最後、その日軽の社長が来て、いろいろあったけども温泉も掘ったし、あれして今回で終わり

ますんで、一色町内会の方々にはご迷惑をおかけしました。この一言があっても当然だと思うんで

すよ。人間ならそう考えるでしょう。すごいね、町内会を割られるっていうのはね、非常にね、血

肉を分けたみたいなあれになってるわけです。今だから、復帰した人たちも、なかなか元どおりに
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は、なんないわけですよ。そういう不信感があるから、最後４社でね、こういうことをやったとき

には４社判子を押した方が集まって一色開きますよ。町内会の総会、臨時総会開けって言えば、そ

ういうところに来てね、一言こういうわけでこうなりましたと。そんだけ重みがあるんじゃないで

すか。西伊豆町長との判子として、日軽興業の社長の判子ね。僕はその判子にそれだけの重みがあ

ると思うし、町長はそんな簡単なあれで判子を押してないと思うんですよ。だからそれに対しての

責任っていうのが、必ずある。だから大変なんですよ、町長ってのは。ね。多くのこと 

○議長（堤 豊君） 堤和夫君に申し上げます。発言時間８分を経過しました。 

○９番（堤 和夫君） 議長分かりました。発言の途中ですがこれにて一般質問は終了いたします。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） いいですか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） 先ほどご質問のありました、草刈り、海名野橋より上の草刈り

については、やはり町のほうでも依頼していませんし、県でも依頼をしていないということです

ので、地元の住民の方がどなたかがやってくれているのではないかと思います。それから町長か

ら先程電線にかかってる木の大伐採の野畑線のものを森林環境譲与税でやってるというようなお

話がございましたけども、当初そういう予定でございましたけども、譲与税の使い方として、ち

ょっとそれがあまりよろしくないということで、結局防災の補助金を使ってやった事業になりま

す。そこだけ訂正させていただきます。 

○議長（堤 豊君） ９番、堤和夫君の一般質問が終わりました。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時３２分 

再開 午後 ２時３９分 

 

 

     ◇ ７番 山 田 厚 司 君 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  通告４番、山田厚司君。 

  ７番、山田厚司君。 

〔７番 山田厚司君登壇〕 
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○７番（山田厚司君） それでは、議長のお許しを得ましたので壇上より一般質問をさせていただ

きます。今回の私の一般質問は、２点であります。 

  １点目の子育て支援策の拡充についてであります。少子化問題については、国レベルで異次元

の少子化対策が掲げられ最重要課題として取り組むことが示されています。例年の人口動態統計

でも出生数は77万756人で、前年より４万80063人も減少し過去最少となったことが発表されまし

た。全国各地の自治体そして西伊豆町でもその傾向は顕著であり、思考を凝らして子育ての支援策

環境づくりを打ち出していますが子育て支援策の拡充について次の点について質問します。 

 （１）出産祝い金の拡充について。出産祝い金は支給要綱の目的にもあるように、時代を担う子

供の誕生を祝うとともに将来の健やかな成長を願って出産祝い金を支給することにより地域福祉

の向上を図るために設けています。全国でも多くの自治体が実施している支援策ですが、支給額に

ついては各々の思惑で差が大きくあります。西伊豆町では、合併当時の平成17年旧西伊豆町制度に

統一その後支給増額の提言等もありましたが、変更されていません。昨今の現状を踏まえ拡充すべ

きだがその点どう考えるか伺います。 

 （２）育児用品購入補助制度の新設について。国が示す少子化対策の基本理念の中に、ライフス

テージを通じた子育てに係る経済的支援の強化、子供の年齢に応じて切れ目なく必要な支援が提

供される総合的な制度体系を構築することが必要とされています。先進自治体では、子育てしやす

い環境づくりに向けてあるいは育児に係る費用負担の軽減を図り多様な子育て切れ目のない支援

を実施し、またそれを移住定住へのＰＲにつなげている例が見られます。支援対策となる育児用品

は、おむつ関連商品、授乳関連商品等、対象年齢・補助金額等も様々ですが出生数が激減している

現状を踏まえ制度を検討し新たな支援制度を構築すべきと考えますがいかがですか。 

 （３）保育ママ事業について。西伊豆町は、町内に居住する保育にかける児童の保育の充実及び

保護者の多様な保育需要に対応するため保育ママ事業を行っています。しかしながら近年は、それ

ほど積極的な事業運営実績等は見られないように感じます。事業の現状をどのように判断検証し

今後の事業展開等をどう考えるのか伺います。 

 （４）ファミリーサポートセンター事業について。ファミリーサポートセンター事業は、地域ぐ

るみの子育て支援・仕事と育児を両立できる環境づくりを目的に「子供を預けたい方（依頼会員）」

と、「子供を預かることができる方（提供会員）」が登録会員になり、地域の中で助け合いながら

子育ての相互援助活動を行う有償ボランティア組織であります。援助する活動事例としては保育

施設学校などの始業前または始業後の預かりや送迎・買い物・冠婚葬祭時等の預かりなどが主にな

りますが、全国でも令和４年には982市町村が実施している事業で賀茂郡下においては、河津町、
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東伊豆町が既に開始しています。また国県から補助もあり負担割合は各々３分の１であります。西

伊豆町も子育て支援策拡充のため事業を研究し導入すべきと考えるがいかがですか。 

 （５）子育て家族が安心して外出できる環境作りについて。近年、乳幼児のいる家族が安心して

外出出来る環境づくり誰でも自由におむつ替えや授乳できる環境づくりの事業を進める先進自治

体が増えています。これらは赤ちゃんの家ベビーステーションと呼ばれ公共施設のみならず民間

施設等とも協力して事業を実施。設置施設には、ステッカーやロゴマークなどで周知を図り補助対

象事業として推進をしています。この事業は、地域住民だけでなく観光で訪れる方の支援につなが

る有効な事業であり、また設置補助制度にして町内業者振興にもなります。先進事例を調査研究し

西伊豆町型の事業を構築すべきだがいかがですか。 

  大きな２番目として、自治会の担い手不足支援について。少子高齢化人口減少などにより自治

会区町内会と呼ばれる各市町村に住む地域住民が住所を有する者の地縁に基づいて形成される団

体の担い手不足は顕在化しており、全国的にも厳しい環境下において活動や行事さらには存在自

体が危惧される状態であります。超高齢化社会の西伊豆町ではその傾向が顕著でありますがその

支援策を伺います。 

 （１）土木作業員の拡充について。自治会の負担軽減については、これまでの議会においても同

僚議員が何度か質問しており、今年の３月定例会において仲田議員からの自治会の担い手不足に

対する支援策の質問に対し、区からの要望に早く対応できる体制をとるため令和元年度より産業

建設課の土木作業員を３名から５名に増員しているとの答弁でした。区から要望の増加している

現況を踏まえ拡充すべきだがどう考えるか伺います。 

  以上、明確な答弁を求め壇上での質問を終わります。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

〔町長 星野淨晋君登壇〕 

○町長（星野淨晋君） それでは、山田議員の一般質問にお答えをさせていただきます。 

  まず大きな１点目の子育て支援策の拡充についての（１）出産祝い金の拡充についてでござい

ますが、過去にも複数の議員から提案がされておりますが今まで合併後から変更されておりませ

ん。現在、来年度予算を編成する上で国の言われる異次元の少子化対策に移行すべく、見直しの検

討が必要ではないかと思っております。現時点では明確な方向は決定しておりませんが、前向きに

検討させていただければと考えております。 
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  次に（２）の育児用品購入補助助成の新設についてでございます。こちらにつきましては、家

庭によって置かれている状況が違うため新たな制度を設けるよりは先日の出産祝い金の拡充によ

り対応するほうがスムーズではないかと考えております。 

  次に（３）の保育ママ事業についてでございますが、合併以前に旧賀茂村で実施されていた制

度で、合併後も利用者さんがいらっしゃる間は運用しておりましたが現在は認定こども園の保護

者負担もなく子供の数もいないため既存の園で賄えていることと、一時預かり保育なども行って

おりますので対応はできているものと考えております。 

  次に（４）のファミリーサポートセンター事業についてでございますが、議員のご指摘のとお

りこの事業が運営できれば子育て支援策として大変効果的であると考えております。他市町の状

況を把握した上で、本事業について調査研究し当町における導入の可能性を検討してまいりたい

と考えております。 

  次に（５）の子育て家族が安心して外出できる環境づくりについてでございますが、おむつ替

えや授乳ができる環境は必要だと思います。まずは、町内や近隣市町先進地等の状況を調査研究し

検討をしていきたいと思います。 

  次に大きな２点目の自治会の担い手不足の支援についての（１）土木作業員の拡充についてで

ございますが、こちらについては高齢化はもちろんでございますけれども価値観の変化も地域活

動を難しくしている大きな要因かと思います。クリーン作戦には集まりますけれども、避難道の除

草活動には世帯が多いのに出てくれる人がいつも同じで少人数しか集まらないといったご意見も

あるというふうに聞いております。各地区の役員だけでなく住民の皆様で今一度活動内容を再検

討していただき、どうしても必要だができないといったことを地域住民の意見として集約した上

で、町に要望をあげていただきますようお願いをいたします。その上で、町としても手が足りない

ということになりましたら作業員による補助も検討いたしますが、現状では繁忙期にはシルバー

人材センターを併用することで足りておりますので作業員の増員については今のところ考えてお

りません。 

  以上壇上での答弁を終わります。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） それでは、一つ一つですね。再質問していきたいと思いますけども、１番

の出産祝い金については、概ね前向きに検討していただけるっていうふうな大変結構な答弁だっ

たんですけども、この出産祝い金についてはですね、いろんなところでですね祝い金の金額とかで

すね、あるいは、あそこの町はいくら出したとか、この町はいくら出したそういったことばかりが
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ですね先行してその額だけをとって額の多いところが子育てにすごく何ですか、力を入れてるっ

ていうふうなことをマスコミが多くとったりする傾向があるんですけども、それと同時にですね

今現状の制度はですね西伊豆町の制度は、第一子・第二子・第三子こういったものを関係なくして

一律３万円とこういうふうな形になってるんですけども他の他市町を見ますとですね、第二子・第

三子・第四子そこのところに差額をつけているんですけども、今後前向きに検討してもらえるって

いう話ですけどもそこのところで第二子・第三子っていうところで差をつけていくっていうふう

な考え等はこの辺のところは今日は担当の課長もいないんですけどもそのへんのところはどうで

しょうか、大まかなところで考えたりはしてないものなんでしょうか。いかがですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員がおっしゃったように今現在西伊豆町は一律３万円ということでやっ

ておりますが、賀茂郡他市町の状況を見ますと議員がおっしゃったような体制をとられていると

ころが多いようにも感じております。ただですね、第一子・第二子・第三子で増えることによって

金額も増やすと生まれるのかというとなかなか一概にそういうことでもないのかもしれませんけ

れども、最近の合計特需出生率ですね、日本国内ですけども1.2いくつとかっていう数字でござい

ますのでもう限りなく日本が消滅していく段階に入っているように見受けられます。ですので田

舎に移住をしてですね子育てをしたいという方がもしいらっしゃった場合には、ぜひ第二子・第三

子・第四子という形でですね、他市に他市家族をつくっていただければですね、当然西伊豆町の人

口の増加にもなりますし国全体の少子化対策のですね下支え的な数が少ないので対処するにはな

らないのかもしれませんけれども、やはり国の言う異次元の少子化対策の一翼を担うこともでき

るのかなあというふうには考えておりますので、子供の第何子ということに関しては若干の差を

つけることも必要なのかなというふうには考えております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） それとですねいろんな、全国的な動向だったり他市町の先進地の事例を見

てみますとですね、出産の祝い金というとですね、これまではですねのべつ幕なしでですね現金

支給っていうのがですねこれがほぼほぼ、ほとんどだったんですけども、全国的な事例を見てみ

ますとですねこれがですね、現金ではなくて商品券で支給するような自治体こういったものもで

すね全国では広がってきているていうふうなことも複数見られております。商品券ですと市内の

商品商店で使うことができる、そういったことをですねやってるところの自治体北海道で士別市

がそういうことをやってると秋田県でもやってる岐阜県でもやってる三重県でもやってますよっ

ていうふうな、そういったことがネット上なんですけども載っておりました。そういったことを
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考えますとですね、西伊豆町に置き換えてみるとすぐにぽっと浮かぶのがサンセットコインはど

うなんだろうかっていうふうなこともすぐ浮かぶんですけどもそういったことも踏まえていろい

ろ制度設計していくっていうことも考えられることではないかと思いますけど、その点について

はどうなんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 議員がおっしゃるように地域経済の活性化も含めてですね、サンセットコ

インで支給をするということはとてもいいことだというふうには思うんですが、ただ前回、国が低

所得者とか子育て世代の給付事業を行うに際してですね、地域的なそういったものがあればなる

べくそれでやってくださいということを言ってきたんですけども、実際県内で地域の商品券的な

ものを使ったのはこの35市町中、西伊豆町だけでございます。ただそうは言ってもやはり他の市町

が現金で配っているんでうちの町内の方もですね現金で欲しいという方がいらっしゃいまして、

蓋を開けたらサンセットコインを選択したのは１割に満たないというような状況でございますの

で、やはり配るんであれば現金のほうが利用者に関してはですね、使いやすいんじゃなかろうかと

いうふうに思います。これは議員もこの後おむつの件が書いてありますけども、おむつとかミルク

はですね町内のお店で購入することができますけれども、服とか靴とかそういったものについて

は町外に出てしかお店がないので買えません。そのときにやはり町内でしか使えない金券のよう

なものを渡しますと、やはり使い勝手が悪いのかなというようなこともございますので子供のお

買物するんであれば現金のほうがより使い勝手はよろしいのかなというふうには考えております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） そうなんですよね育児用品っていうふうなことになってくると私もこの１

番と２番というのは、大体これ関連付けて考えたほうがいいのかなっていうふうには最初思って

ましたんでそうしたときにですね、やっぱり町内でおむつが買えるところはどれくらいあるのか

なとかあるいはそういった乳製品関連のものを販売してる業者とか商店ってのはどれくらいある

のかなというふうに考えたときに、やっぱりこの制度っていうのはこの西伊豆町で制度設計する

のはちょっと難しい部分もあるのかなというふうに思ったんですけども、お年寄りさんのほうの

介護関係のほうのおむつの支給なんかがありますよね。あれの制度の設計のときに、通販で買った

部分もオーケーだとあるいはネットで買った部分もオーケーだっていうふうなことが話があって、

それならばそういったものも絡めて制度設計ができるんじゃないかなというふうなこともありま

したんで、１番のあれと育児用品の購入の補助、特にそれぐらいの年代のお母さんほぼほぼお母さ

んだと思うんですけどね、そういうふうな用品を買うっていうか買う判断をするのはそういう人
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ってのは大体今のスマホでありネットでありっていうふうな環境に慣れてる人ですんで、そうい

ったところでいろんなところで自分の欲しいものであったりここのほうが安いあっちのほうが安

いよっていうのでいろんな商品を見つけてくるのに長けているじゃないのかなって思うもんで、

１番と２番をセットである程度の制度設計してもらえるとすごく何ですか育児も出生もというふ

うなそういった施策に力を入れてくっていうふうなことになると思うんですけども、２番に関し

ても町長今そういうふうに言われましたけどもその辺でネットなり通販なりっていうことをです

ね含めて考えれば制度設計は可能かなと思いますけど、その辺どうでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） はい、それも含めてですね地域通貨で行いますと当然そういった議員のお

っしゃるようなネットでの購入はできませんので現金をお配りすることによって当然カード決済

になるのか何か分かりませんが、購入したものについてのお支払いはできるんじゃなかろうかと

いうふうに思っております。ですので逆に育児用品のこれは補助制度です、何をしてくださいとか

っていうようなものを決めるよりは出産祝い金を膨らませて差し上げたほうが何にも使えるわけ

でございますのでそれで対応するほうが町としては対応がスムーズにできるんじゃなかろうかと

いうふうに思っております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） えっとですね。子育て支援策イコールこれがですね現状ではですね相当に

ですね移住定住策にもうほぼほぼ結構イコールに近いぐらいに繋がってきてるんじゃないかとい

うふうなところで聞きますけども、移住定住っていうふうなですねネットのいろんな諸々を引い

たりなんだりしていくと必ずですね出てくるのがうちは安心して子育てができますよっていうふ

うなフレーズが出てきたり、そういうふうなことで出てくる中にですねうちのやってる施策の中

には子育て用品の購入補助がありますよ。生まれたときには出産祝い金もちろんありますけども

そこから１年間あるいは２年間その期間、子育て用品おむつのところも補助しますよあるいは乳

製品授乳に関する用品もそんな多額じゃないですけども少しずつは補助してそういった育児に対

する補助をしながらやってますよ、ですからぜひともうちに移住して子育てするならうちの町我

が町でってみたいなことをですね、強力にＰＲしながらやってるところがすごく多く見られると

思うんですけどそういった意味からもやっぱりこれはセットでやったほうが効果があると思うん

ですけども、単純にそこの出産祝い金だけじゃなくしてここはセットにしてできれば制度設計し

ていったほうが相乗効果が上がるんじゃないかと思いますけど、その点はどうでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 
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○町長（星野淨晋君） 子育て支援についてはですね、すくすく医療もそうですけどもチャイルド

シートの購入などについても既に行っているものでございます。ただ議員がおっしゃるようにで

すねいろいろなメニューを考えてということも考えられるわけではありますが、要は、それをやり

始めますと仮に粉ミルクの助成をしようといった場合、じゃあ母乳の方は受けられないんですか

とかですね紙おむつの助成をしましょうといったときに昔ながらの布のおむつのほうが子供のた

めにいいだろうとか思ってる人は受けられないというようなことも当然出てきますんでその辺は

個別に対応するんではなくて出産祝い金を膨らませた中でですね、そういった粉ミルクであると

か紙おむつまた日用品の購入などについても対応できるような額に増額をして行ったほうが私は

一保護者としてはありがたいのかなというふうにも思いますんで、最終的にはまだこれから協議

をして煮詰めなければいけないとは思いますが、お母さん方のですねご意見もお聞きすることが

できればなというふうには思っております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） 最終的には町長も言われるように子育てに関してはやっぱり１番のあれは

お母さん方のご意見かなっていうふうなところでちょっとあれなんですけども、出産祝い金にし

ろですね、その要綱の手続の中にねどなたに振り込みますかとかっていう支給の請求書みたいな

やつがありますよ。要綱ですか、申請の要綱ですかそれでいくとですね多分お父さんの口座に入っ

てくるのかなっていうふうに思うんですけども、普通でいって生計を同一にしていれば同じじゃ

ないかっていうふうな感覚なのかなというふうに思いますけどもここでですね、例えば東伊豆町

が出産祝い金を制度を変えたときには制度の内容をですね結構充実させたのと同時にですね名前

もですね子宝祝い金とかいうふうな名前に変えたりなんだりしたんですよね。そういったことも

ありますけども、西伊豆町平成17年から何も書いてないわけですからここで変えるわけなんです

から、できればですね例えば支給先なんかもですね、お父さんの口座じゃなくして例えば今言われ

るように財布の紐を握ったりその子育てを１番やってるのはお母さんだから西伊豆町はお母さん

のに支給してお母さんの労を労うとかそういったふうにしますよっていうふうな感じで打ち出す

っていうことも、一考かなっていうふうには思いますけど、そういった考えとかいかがなもんでし

ょうかね。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） はい、名称についてはですね、改めて変える必要はないのかなというふう

には思いますけれども支給の先についてはですね議員がおっしゃるようにいろんなご家庭があり

ますので、心配される事案ももしかしたら想定されるのかもしれません。ですのでちょっとそこは
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ですね通常のように世帯主さんにということではなくやはり１番子供と接している方、中には男

性のほうが接してる方もいるかもしれませんけどもうまくそこをですね町のほうでとらまえて、

確実に子供を育てる方の支援になるようにそこも事務方で検討してもらうようにしたいなという

ふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） 何分にも前向きな回答頂きましたのでその辺を参考にしながらですね、制

度検討していってもらいたいと思います。それではですね、保育ママ事業について少し聞きたいな

と思いましたけども、これはもう最近については事業がもうほとんどないなっていうふうなとこ

ろ元々保育ママ事業ですね、これはその目的がですね待機児童の問題の解消とか地域の保育基盤

の充実こういったことがメインにしてこの事業をやってきたっていうふうなことで、元々、旧の賀

茂村地域においてはですね、保育園がなかったからその代わりとして保育ママ事業をというふう

なことで始まったというふうに私も理解しておりますけども待機児童問題っていうふうなことで

言えばですね私もちょっと調べてみましたら、静岡県においてもですね今現在ではもう函南町の

５名で確かもうそれももう３歳児、全てが３歳児未満だっていうふうなことでは載ってました。そ

んな中でですね、ただ西伊豆町のホームページの中には保育ママ事業もやってますっていうふう

なことも載ってるんですよね。そうなってくると保育ママの事業自体がですね、このメリットとし

てはですね１人の保育ママが預かれるのが原則として３年以内だとか家庭的保育事業をやれるよ

っていうふうなことでうたっているものですからですね。これですね今現状ですね、多様化してい

る保育ニーズこれがいつ何どき変わるかもしれないって私は保育ママを受けたいよっていうふう

になったときに今そういう要望があったときに対応できるような体制になってるのかっていうふ

うなところが心配されるんですけど、その辺のところはどうなんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） この保育ママ事業につきましてはですね、令和２年の11月

の要綱改正におきまして子ども子育て支援法に基づきまして、家庭的保育事業という形で改めら

れております。しかしながら議員ご指摘のとおりですね、町のホームページのほうにですね検索を

かけますと保育ママ事業としてのページが残っていることを確認させていただきました。こうい

ったことがございましたので今回保育ママ事業のページにはですねリンクしないように修正をさ

せていただいたところでございます。大変申し訳ございませんでした。それから、人材の関係です

が保育ママ事業として実施していたときには９人の方の認定登録者がいたと伺っております。そ

こがですね、その家庭的保育事業に改められた後ですね認定登録者いない状況でございます。これ
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につきましてはですね、コロナの関係等もございましてなかなか家庭的保育者ということを受け

ていただける方がいないという状況でございます。そういった状況を考えますとなかなか事業を

実施するということは今現在現実的には難しいのかなというふうに考えております。そういった

意味で一時預かり事業を充実していくほうが現実的なのかなというふうに考えております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） そうであればですね今ホームページの話出ましたけども、西伊豆町は一時

保育預かりのほうでやってくよっていうふうなことであればそういったところもですね、徐々に

修正していく必要があるのかなというふうに思いますんで、本当は保育ママっていうふうなとこ

ろであれしていくとなかなか広報的なこともあんまりヒットしないもんですから今後はですね、

できれば一時預かりのほうで西伊豆町はやっていきたいよというふうなところ、いろいろな誤解

が生じないようにそういう方向性のところをですね広報してってもらいたいなというふうなとこ

ろそれで今人材のことがあったもんですからあれなんですけども、保育ママ事業に限らずですね

保育的なことをやれる人材ですよねこういった人をですね常日頃ですねアンテナを高くして確保

していくということをやっていかなきゃならないなというふうには思うんですよね。子育て支援

に係る人材についてはですねやっぱり、潜在資格取得者こういった人をですね、常日頃から把握

した上でですね、やっぱりこの潜在資格取得者いろんな資格を持ってる人ですよねそれで今職に

ついてない人・功労が物すごくこの人たちをどういうふうに活用するのかっていうところがです

ね各自治体でも、いろいろと問題になってるようなところだと思います。ですから、ここをです

ね常にアンテナを高くして、いつ何どきでもですね、募集や人材確保にできるような体制をとっ

ていくべきだと思うんですけどその辺についてはどういうふうに考えておりますか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） 家庭的保育事業についてはですね有資格者というのは、保

育士それから看護師等の資格を有するものというふうに謳われているところでございます。なか

なか看護師の資格を持っている人を全て把握するっていうのもなかなか難しい中でございますが

保育士につきましては園の臨時会計年度任用職員とかですねそういった登録のある方とかですね

園の職員そういった人間関係の中でやっていただける人をですね常にアンテナを高く張っていき

たいというふうには思っております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） ぜひそのように頑張ってもらいたいと思います。それではですね次にファ

ミリーサポートセンター事業についていなんですけどもこれもなかなか調査研究してっていうふ
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うな感じで私このファミリーサポートセンター事業の中ではですね、これ活動内容として取り上

げられてる中でですね、これは自治体によっていろいろと変わるっていうふうなことが挙げられ

ていますけども、その中でもですね、私西伊豆町で特に中心的にやってもらいたいなと思うのが送

迎を代行してくれるサービスこれをですねちょっと中心というか力を入れてやってもらいたいな

と思ってるんですけども、子育て世代の保護者がですね、急な残業であったり仕事の都合などで迎

えに行けなかったりあるいは体調不良等で提出した送迎ができなくなったとかそういったことを

いろいろあるときに送迎を頼める家族や友人これいなかった場合にですねその代行をしてくれる

ようなサービス、これをですねファミリーサポートセンター事業として行っていくというふうな

ところなんですけども、サービス内容これがですね、自治体によって若干違ってくることはありま

すけども特にこの送迎を特化したっていうかまず第１にっていうふうに考えてもらいたいと思い

ますけどその点についてはどんなもんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） はい、ファミリーサポートセンター事業のですね、実施要

綱の中にですね基本事業というものがございます。その中で相互援助活動の内容の中でですね、保

育施設の保育開始前や保育終了後の子供の預かり保育施設等までの送迎、放課後児童クラブ終了

後の子供の預かり、学校の放課後の子供の預かり、冠婚葬祭や他の子供の学校教示の際の子供の預

かり買い物等外出の際の子供の預かりといったものが挙げられます。こういった中でですね今賀

茂地区のほうには児童クラブがないという中で、今度小学校を統合する中でのスクールバスの利

用ができないかということも検討している中でですね、こういったものを担える方がいればそこ

が賄えるということもございます。そういった意味でですね近隣市町の議員の質問にもあります

けども、河津町さん東伊豆町さんですねこちらのあたりにですねアクションしまして、河津町さん

の子育て支援センター「かわづっこ広場」にですね来週の月曜日に施設視察に行かしていただいて

どのような事業を行っているのかとかそういったものを聞いてまいりたいというふうに思ってお

ります。一方で東伊豆町さんにはですね電話で様子を伺いましたけども、令和４年度と令和５年度

で実績はわずか１件だということでございました。登録者いるようですけども知り合いに依頼す

るなどしてですね、地域のコミュニティーの中で賄えているという地区もございますので西伊豆

町に何があるのかというのを研究してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（堤 豊君） 質問中ですが、暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時１８分 
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再開 午後 ３時２５分 

 

○議長（堤 豊君） 休憩を解いて再開します。 

  一般質問を続けます。 

  山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） このファミリーサポートセンター事業のその組織の概要とかですね、事業

の実施要綱などのひな形等がですね、いろんなネット上とかに掲載されているですけども、これで

西伊豆町でも実施可能ではないかと思うのにはですね、実施主体等の規定において実施主体は市

町村とするが市町村が適切と認めた者へ委託することができるとなっております。それとですね、

実施要件として会員数は20名以上となっていますがこれ仮にですね、移動支援っていうふうなこ

とでちょっと考えていましたんでそれで言うとですね社会福祉協議会これのですねよく出てくる、

支え合い西伊豆っていうところがですね大沢里でやったときにですね、社協に聞いてみましたら

もう既にそこで18人ぐらいの協議体っていうか協力メンバーがいるっていうふうなことになりま

す。それだと人的にある程度はオーケーなのか、もちろんですね相手側の意向とか調整しなければ

ならない事項が、いろいろとあるとは思うんですけども、先ほど事務局長、教育委員会事務局長が

言われたようにですね、「かわづっこひろば」ですか河津でやってるような事例とか見ますと、や

っぱりどっかに委託してやってもらうっていうのが１番やりやすいのかなっていうふうに思いま

すんでこういったところをですね、探してやるのが１番なのかな。特に送迎っていうふうに考えれ

ばですね、そこはもう移動支援ということでいろんなことをやってるわけですから万が一のとき

のですね、緊急の対応であったり連絡等の指導であったり事故の対策等は、これは全てやってるっ

て聞きました。１番手っ取り早いのかなと思いますけどもその辺いかがなもんでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） 今、議員のご提案あったとおりですね社会福祉協議会に委

託している実施で委託して実施している自治体もございます。県内では静岡市それから御前崎市

が社会福祉協議会に委託してやっているというふうに把握しております。そういったことも踏ま

えてですね、今後研究してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） それとですね私送迎にこだわるのがですね、事業の内容はですね各自治体

でいろいろだっていうふうなところでですね文教のですねあれが崩れたときに、いろいろ説明会

があったときにですね、いろんな遠くからの送迎これが不可能であるっていうふうなことがいろ
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いろありました。そのときにですね、明確な回答ができないような状況であったかのように思って

おります。その回答のですね、可能性のある制度なり、そういったものが構築できるんであればで

すね、そういったところもですね含めて小学校先ほど小学生っていうこともあるあったんですけ

ど、そういったところをですね、検討してやるべきだと思いますけどその辺どうでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（朝倉通彰君） 保護者さんのニーズというのがいろいろなことが考えられ

るかと思いますので、まずは近隣市町の状況を把握した中でですね、うちの町の状況それにマッチ

ングしたものというのを研究しそれが本当に導入可能なのかどうかというところはまだ分かりま

せんけども、取り敢えずまず研究するところから始めさせていただければと思います。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） それではですね、次に行きます。子育て家族が安心して外出できるってい

う話でですね、これも先進地の事例をっていうふうな、なかなかのいい回答だったんですけど、一

つあれなんですけども、町内業者の振興っていうふうなところ考えますとですね、先進地の事例を

見るとですね赤ちゃんの家っていうところで補助しているところの埼玉県の寄居町だと、これは

補助額を10万円を限度としてやっておりました。長泉町は上限を20万円で制度設計しておりまし

た。町内振興、町内業者の振興というふうな意味合いでいくとですね、まだこれ制度があるわけで

はありませんので、どういったところがいいのかっていうのは分かりませんけども他のですね既

存のリフォームの補助とかの制度もありますんで、その辺も勘案しながらやっていかなきゃなら

ないのかなというふうに思いますけど、大枠でどんな感じっていうふうな漠然とした考えはあり

ませんか。 

○議長（堤 豊君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（長島 司君） まだそこの段階までは行っていないという状況で町長が壇上で

答弁したとおり、現在調査研究を行っているという状況でございます。他の市町を見ますと、先ほ

ど議員がおっしゃられたように施設整備に関する補助を出しているところもあれば、例えば埼玉

県とかでいけば県内同一でステッカーやロゴマークなど作り、そのＰＲに努めるというような形

で支援しているというような状況もございますので、どのような形でですね環境づくりに取り組

んでいったらいいかそれに対する支援ができるかっていうところはもう少し研究してみたいと考

えております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 
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○７番（山田厚司君） 確かにその辺のところはですね、今後まだ制度があるわけじゃないもんで

今後研究した中でっていうふうなことなんですけども。今回ですね子育ての支援に関して、家族が

安心して外出できる環境づくりであったり、出産祝い金あるいは育児用品の購入補助であったり

ファミリーサポートセンター事業いろいろなことでですね、今年支援策の拡充について様々質問

であったり提案してきました。先ほど町長言われたとおりにですね、西伊豆町にはすくすく医療費

の補助であったり給食費の無料化であったり通学費の補助とかいろんな制度が既にあるわけです

よね。それらも含めますと、例えばさっきも少し言いましたけど他の市町が言ってるように、子育

てするなら我が町でみたいなことのキャッチフレーズみたいなものを強力に打ち出しているんで

すけども、我が町もそういったキャッチフレーズみたいなものをつくってですね、移住定住あるい

はひいてはですね、人口減少そういったものにつなげていったらどうかと思いますけども、その辺

の考え町長どうですか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） キャッチフレーズをつくるかどうかっていうのはちょっと微妙なところで

ございますし、逆にキャッチフレーズをつくったからといって移住が増えるかっていうとなかな

か分からない部分もあります。ただ地域プロジェクトマネジャーを今月から雇っておりまして、西

伊豆町に移住する方のですね、マッチングなどその方にお願いしようというふうに思っておりま

す。その中でですね、やはり西伊豆町は子育て支援策はやっているんですけどもなかなか外に向け

てのＰＲがうまくないというか、あまり広がっていないというようなこともあるのでその方を通

じてですね、何とか町外に西伊豆町のやってる施策をアピールをして、伊豆半島に来るんだったら

子育て施策の熱い西伊豆町に行こうと思っていただけるような発信はしていきたいというふうに

思っております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） それではですね、土木作業員の拡充についてちょっと質問させてください。

これはですね回答はですね、クリーン作戦は出るけどもほかの作業は出ないとかそういったいろ

んな諸々のことがいろいろあるようだっていうふうなことで、どうしても必要だということだっ

たらば要望というふうな話だったんですけども、そうは言ってもですねいろんな今、これまでもで

すねいろんな住民に対する説明会であったり、つい最近ではですね企業課でもですね水道料のね

料金改定の説明会なんかあるときに、何か意見ありませんかっていうと、いやうちの区では草刈り

ができないからとか側溝の掃除ができないから町でやってくれないかいっていう話がですねそう

いったときに必ず出てくるわけなんですよね。そういうのはできれば要望を通してっていうふう
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な形で言うんですけども、それだけやっぱり区の仕事なり何なりがですね、もう逼迫してるってい

うふうな状況になってるのかなというふうには思っております。そういったふうに思うとですね、

今５人の作業土木作業員がいるわけなんですけどもこの人たちっていうのは、全部がフルタイム

の作業員ではなかったように感じておりますけども、まず一つの拡充策としてこの人たちの就業

時間を少し延ばすことで、その土木作業員のあれを拡充させるっていうふうなことは考えられな

いでしょうか。その辺どうでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 産業建設課長。 

〇産業建設課長（久保田寿之君） はい、現在はフルタイムの方が１名パートタイムが４名になっ

ております。パートタイム４名のうち２人が週に4.5日の出勤、それから残りの２人が週に３日の

出勤となっています。この理由については、やはり体を使う作業で毎日だとちょっと厳しいという

ことで出勤日数を減らしているという状況でございます。なのでご本人の希望ですので、毎日出て

フルタイムで出勤してくれっていうのはちょっと現状ですと難しいのかなというふうに思います。

ちなみに５名いらっしゃるんですけども、常時４人が出勤するというような体制です。それを４人

で作業をやる形で進めております。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） 常時４人がフルタイムの体制でっていうふうなことであったらばですね、

そこのところをですね今５人の土木作業員なんですけども、例えばそれをですねもう少し人数を

多くする中でローテーションを組んで、常時５人フルタイムで稼働できるあるいは常時６人フル

タイムで稼働できるっていうふうなところに少しずつ増やしながらやるっていうふうにすれば、

拡充できるんじゃないのかなっていうふうには思うんですけども。確かにですねもう既に定年を

過ぎた人たちが主な人たちですんで、なかなか募集してもなかなか集まらないよっていうふうな

ことはよく聞いておりますけども、例えばですね、その会計任用職員ですから年度当初に募集をか

けるっていうことでそこの場で集まらなかったとしても例えば、まちづくり課でも夏の対応でス

ポットで募集かけたりもするわけでしょ。ほかの課でも税務の関係だったらば税務の関係でスポ

ットで募集かけたりすることもあるわけで、年度を通じてですね門戸を開けて募集を図って今４

人常時４人ってところを少しずつこう広げていくっていうふうな体制づくりをつくるために募集

のほうも増やしていければそういったことができるんじゃないかと思うんですけども、そういっ

たことはできないわけでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 総務課長。 
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○総務課長（白石 洋巳君） 会計年度任用職員の募集につきましては、毎年、年変わりまして１

月から２月ぐらいの間の１か月間に町内を回覧で回しまして募集します。そして名簿に掲載する

ような格好になってきまして、各課が名簿からピックアップして作業員とか事務員さんを雇用す

る格好になりますもので年度途中でも応募があれば名簿への掲載は行ってはおりますけども、大

体年度当初にも何かが何名とか決まってきますもんね、なかなかその年度途中ですと採用っての

がしにくい部分もあるとは思うんですけど、でも例えばスポットで雇用するとかそういうのは十

分可能かとは思われます。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） 本当にですね土木作業員ですね、本来の業務内容がですね町道林道河川そ

の他公共施設の日常維持管理が主な内容っていうふうな感じですよね。だけど、先ほどの同僚議員

の質問の中にもありましたけども、草刈りがですね非常に多くやらなきゃならないという時期に

はですね、文教施設の草刈りからですねあるいは薪の配布の手配までいろんな作業がいっぱいあ

りまして、もちろんその中には、シルバー人材センターのほうに依頼して分けれるところはそっち

のほうに分けて負担をですねできるだけ少なくしながらの中でもまだまだいろいろやってほしい

よっていうふうなところでやってるとは思うんですけども、あのですね一つ見方ってか別の観点

から見るとですね、様々な分野でですね例えば業務のですね効率かとか何とかっていうふうなこ

とがいろいろ言われてると思うんですけども、業務の無理だとか無駄だとかですかそういったも

のをなくして業務を効率化させていこうっていうふうな話の中でいくとですね、例えばこんな飽

和状態がずっと続いてったとしたらですね、担当であるですね産業建設課の業務自体に支障が出

てくるようなことも起こりかねないっていうふうなこともありますし、そういった面からもやっ

ぱり土木作業員いろいろな面があるとは思うんですけども、やはりいろいろ考えていく中でです

ね、人材の確保もこれも難しいかもしれませんけども少し考え直してやっていくべきだと思いま

すけども、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（堤 豊君） 町長。 

○町長（星野淨晋君） 当初ですね、３名から５名に増やしたのはやはり草刈りであったりとか、

そういったものが足りていないので、何とかこういったもので対応しようというふうに思って増

やしております。ただ蓋をあけると中からの細かな要望はですね、かなり来ておりますので、そち

らをやっているので、人が足りていないということになります。ただ単純に人を増やしますと、そ

れだけで解決をするかというとなかなか難しくてですね。今常時日に４名体制でやっております

ので車１台で済むんですけども、これ５人になりますと車が２台必要であるとか機材が倍必要に
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なったりというようなことも出てきますのでなかなか人を増やせば解決する問題でもないのかな

というふうに思います。一応足りてないときにはスポット的にシルバーさんに仕事を振ってお願

いをして対応しているというような状況もございますので今のところ現状のまま何とかやってい

きたいなというふうに思います。またシルバーさんのほうもですね今人材の確保が難しい状態で

ございまして、100人を連続で３年でうまく維持をしていかないと国の補助金が下がるというよう

なこともございますので、なるべくシルバーさんで雇っていただけるよう雇ってっていうか登録

されるような方をですね土木作業員で引っ張ってしまうと、またこれはこれで違う支障も出てき

ますのでうまくその辺は調整をしながらですね、うちの作業員は作業員でシルバーさんに投げる

仕事は投げる仕事ということで分けたほうがお互いにやりやすいのかなというふうにも思います

んで、ちょっとその辺はいろいろなところとですね協議をして何がベストなのかということにつ

いては検討したいというふうに思います。 

○議長（堤 豊君） 山田厚司君。 

○７番（山田厚司君） 今回いろいろな質問や提言等をさせていただきまして、前向きな回答もあ

ったり色々な回答もありました。これから予算の査定等々もですねいろいろあると思いますけど

も、ぜひそのまま来年度の予算に生かされていくことを期待して私の一般質問を終わりたいと思

います。どうもありがとうございました。 

 

 

     ◎散会宣言 

○議長（堤 豊君）  ７番、山田厚司君の一般質問が終わりました。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日は、これで散会します。 

  皆さんご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時４６分 


